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A 1 塩酸水溶液ー DBSA有機溶媒溶液系における能元素の行動

Distrbution of Various Io11S between DBSA and Hydrchloric Acid 

日本原子力研究所 0石森富太郎中村永子村上弘子

Tomi taro Ishimori, Eiko Nal{ann.ira and Hiroko Muraka<ni 

ドデシルベンゼンスルホン酸 (DBS A と略す）をジエチルエーテルと酢酸エチルの等容混合溶

媒にとかしたものを有機溶媒とし、水相には塩酸を用いて、各種金属イオンの両相への分配状況を

しらべてみた o 金属ィオンの分配は、すべて放射性トレーサーを用いて涸定した。水溶液の塩酸狼

度をかえ、各酸濃度における有機相と水相の放射能を測定して、分配比をきめ、分配比と酸濃度と

の関係を検討した。

トレーサーの純度は、 r 線波高分析、漿変曲線、アルミニウム板による『線吸収などでたしかめ

た。塩醸濃度は、 0.01 N~2 亙の比較的うすいところで実験した。有機希釈剤、それ自体による金属

イオンの抽出があるかどうかすべてチェックした。このような抽出がない限り 0.1 N~lN 附近の

ｷa.cid de p endence はイオンの原子価と直接関連した薮値をとるようである。

一般にこの系では分配比が殆んど 10-2~101の比較的せまい範囲にはいり、二種元素の分離には

特に便利でないようである。しかし、前述のa.C i d de p endence と原子価の点については、錯イオ

ンの原子価の決定などに応用でさるであろう。例えばコバルトルーテオ塩では、明らかにマイナス

3の勾配が得られるなどがその一例である。

この研究で用いられたドデシルベンゼンスルホン酸、および有機相に用いた酢酸エチルは比較的

水にとけるため、よりよい有機溶媒の発見、および類似スルホン酸についてしらべることが望まれ

る。スルホン酸としてはより水にとけにくく、普通の有機溶媒にとけ易い性質のものを開拓するこ

とが次の課題である。
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A2 塩酸ー 1%TEPO トルエン溶液系における諸元素の行動

Inorganic Extraction studies on the Syatem of 1% TBPO-Hydrochloric Aci.d 

日本原子力研究所 石森富太郎 渡辺賢寿 0 藤野威男

Tomitaro Ishimori, ｷKenju Watanabe and Takeo Fujino 

TB  P 0 の r ルエン 1 ％溶液と塩酸の系について、種々のイオンの行動を Na から 5 0 余種の元素に

ついて、ひろく検討した。水溶液の塩酸濃度について、 l, 2. 4. 6. 8. 10. 12.M の各点をとり、これに対

する有機相と水相との間の分配比を求めた。いくつかの元素では化学形を明瞭には定め得なかったが

出来る限り最も普通の化学形を選んだ。分配率は放射性指示薬を使用し、両相の放射能を濁定して求

めた 0 r -emitt er はなるぺ< r 線で液の一定量をとり井戸型シンチレーションカウンターで測定

したが、それ以外のものは試料皿上で 9 線、又は“線を測定した。放射性同位元素は一部は輪入した

もの、他はJ" R R - 1 で中娃子照射後化学処理して得られたものを用いた。週期律表上において、各

元素の分配比は、その族について、かなりの規則性が認められた。例えば、 Na., K, Rb, Os ．などの

アルカリ金属の分配比は非常に低く、アルカリ土族のそれも低い。 Zn, Od, Hgでは、酸の濃度が大

きくなるにつれて分配比は小さくなり、 Or, Mo, W では 6 :M:程度の塩醗濃度で最も大きく、それよ

り酸が濃くても薄くても小さい。又、ランタニドの分配比は非常に小さいにもかかわらず、アクチニ

ドのそれはかなり大きいことなどが認められた。

数種の元素についてそれぞれの分配比と酸の濃度との関係を比較すれば TBPOー塩酸系によるそれら

元素の相互分離に適した酸の濃度が求められる。この系と 100 % TBP 一塩酸の系を比較するとそ

の a.cid de p endence については、 TBPO ー塩醸系の方が低いけれども一般に種々の元素について

かなりの種似が認められた。
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A3 あ介み量ァミンによる放討 I}主 Iレテニウムの漆保哀公

Solvent Extraction of Radio-ruthenium with High i;1oleclllar A;.,1ine. 

東江文索涅学年 約 好良 0 四篠．茫 9月

Yoshinaga OKA 勺'oyoe.l<i KATO 
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窃究所
面勝英雄
）よ必 S豆必4
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A5 テクネチウムのシ容煤抽瓜 I：：明する研究
On th Solvent転traction or Technetium. 

全沢大•理学卸・化学 0 木蒻数泰 中村孝一

o Toshiyasu KIBA, Koic出 n-

｀勺］テ 7 ネチウム 1士水溶液中て邊テクネチウム駿イオソ丁Co;―を最も安足な 1も挙形と
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A6 シュウ酸添加 HDEHP 抽出系について

Distribution of Some Metal Ions in the System of HDEHP vs. Nitric-Oxalic Acid Solution 

日本原子力研究所 木村 幹

Kan Kimura 

ビス 2 エチルヘキシルリン酸 (HDEHP) は、ウラン。重希土などの抽出試薬として知られてき

た。 HD 瓦 HP 一塩酸系において、ナトリウムからアクチニドにいたる約 5 0 種類の元素について、

酸の濃度を変化させた場合の抽出率の変化、試薬濃度を変化させた時の抽出率の変化を、それぞれ

しらべ、さきの放射化学討論会、分析化学討論会で発表した。その結果、有機層として、 5 0 % H 

D 亙 EP ートルエン溶液をもちい、水層を 1 N~0. 0 5 N塩酸酸性とすると、ウラン．希土類元素．ト

リウム．プロタクチニウム．ジルコニウム．鉄．インジウム．＾フニウムなどが、それぞれ抽出さ

れることがわかつた。また、このょうな低酸度においては、塩酸を、硝酸、過塩酸に変えても抽出
率には、多くの場合たいした影響がない。例えば、希土類元素についていえば、ほとんど同じ抽出

率である。すなわち、 5 0 ％試薬溶液 lN~0.0 5 N酸系をもちいるならば、ウランとジルコニウム

の分離は、不可能であることがわかつtc.。

今回は、そこで水層を硝酸酸性とし、これにさらにシュウ酸を添加した湯合についてしらべ報告

する。まず硝酸の濃度を 1 N, 0. 5 N, 0. 0 5 Nと変えた湯合についてみると、 1 N では、ウラン

の抽出率はあまり変化せず、プロタクチニウム．ジルコニウムの抽出率は 2 ~ 3 桁減少する。 0.05

N においては、ウラン．希土類元素．トリウム．プロタクチニウムなどの抽出率は、すべて 3 ~ 4 

桁減少する。これはシュウ酸の解離の影響とみられよう。次にシュウ酸の添加量を 2.5 %~5% に

変化させてみると、 0. 0 5 N酸性では、シュウ酸 2.5 %ですでに抽出率が減少しつくし、 2.5~5%

の範囲ではほとんど飽和的状態であまり変化がみられない。 lN においても、 2.5% シュウ醜で、

ジルコニウム．プロタクチニウムなどは、抽出率が減少しつくす。このように抽出率は一般に滅少

することがわかったが、抽出率の値からいうと、ウランはシュウ酸を添加しない湯合、 5x1#105
であつたものが lN, 0.5N で 1 o2 以上， 0.0 5 N において 2 0~3 0 でまだかなり高く、それに反

し、ジルコニウムは、シユウ酸を添加しない湯合 1 02以上であったものが、 lN~0.0 5 N で 1 0-2, 

またブロタクチニウムは、添加しない時 1 o3以上であったものが、 1 N で 3 ~6,  0.5 N で 1,

0.0 5 N で～ 1 と減少の割合が大きいことがわかつた。

なお、抽出率を求める方法はウラン，トリウムをのぞきトレーサーを用いるラジオメトリーによ

った。照射ウラン硝酸溶液からウランを回収し、ジルコニウムなどから分離した実例も併せて報告

する。
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A7 アセ午ルアセ戸 1こよる Z,-Nb-95 の完媒油謳去の記討
studies on the solvent extraction of Zr-Nb-95 with acetylacetone 

乗北大栄理学部化学荻室 鈴木村が男 0 大森醜
Uobuo Suzuki and Takashi Omori 

アセ今）しアセトシ E 用いこ無坦体、の Zr-95 および Nb-95 (J)菰沿狂去を検訳した後．

Zr-Nb-95 の相互介離］こ底里した。

Zr-95 およびNb-95([) 諒斜溶衆屯尻らがじめ放卸「平衝の Z-r -Nb- 95 シュウ酸溶

翠ビ用い、喚イオ.:...交換:5E (l)owex 2 X-8, 充器群刊： 1 M塩酸十〇•01 M シュウ酸）で

両核穏目シ分離した後，庫一硝酸令角醗あるい芯酸性職酸刀リウム‘入容融き舜た屯のE 使用し

た。

該謹を含宅イオシ強度一定の罪酸塩綾衝完液 5 ml 11::、 20 %アセ午ルマセい一ワロ

ロホ）しム完衆 5 ml を加之， ¥-2 令凜りま也る。両相を力舟程後、 水祖のpH を理1定し、

井戸型三シ午レーショシカウシダーさ各垣の放鮒荒を測定する。

この条件 ~Iま，一回の禄作さ、之r-95 l芍pH 3-gさ 9'? %, Nb-95 1-J pH ~-5 

芭 90 ％抽出ききる。

呻出完媒として、八‘｀シセ：ン· キシしJ,血惹化虔素． ワロロホルム，謳イビ十午しシ、 メ

午）しイー）ヲ今）しゲトン｀ ィ、）フo.]コヒ°)しエーテル，酢酪只、Jアミ）し、 T 8 P, ケ lJこシ 11:つ

いて第lバたが，両核種共ワロロ広JL．ム， t品イピ｝午しンが最遡さあな

共存環羨として．塩化ナトリウム、石肖酸ナト IJウム．雇酸マシモニウム． リシ酸ーポ素

ナトリウJ,:,..,午オシアシ醸刀リウム，過酸化水棄，酔酸ナト＇）ウム、 シュり醸、ワエン酸

ヒドロキこ）しアでン， ピ OTA( ＝ナト＇）ウム喝）を妾んでその影會を検翫したが，酢酸

血 l芍ほどんど影審を与え匂い。 シュウ酸， りエシ酸、 EDTA ;p,.Jぢ＇Jシ醸虚が存在す\.l l

l寺、両核謹洪 lまとんさ呻出こ ul'Jい。 Nb-95 lコー殴 IC 共存 1屈睾の影智が文きい。 追酸イじ

水素ヵヽ存在すi.l l ぽ Nb-95lす全く泊出さi,j\ばいが、 Zr-95 1すその濃度が，i 1 さ 1丁乱＼ }cl' ぽど

んさ繋瑚を帝汀ぱい。

有礫祖］こ誼！出さ Ul 夜両枝謹 1 -;;r, 1 N 以上の草酸 I℃よ lJ水祖 IC 迩油出さきる。瑶醸硝酸

1こよる生花］出 1芍困難さあな

乙 u tらの痣里を屯1'.'. Iこ．．烏醸笈化水、案の存在下さ， 之f- Nb-95 よ：］放的イビ＇苫的 Iご純粋q

Zr-95 を臣吟 ,c冠E できる。

, 



A 8 ブラぶ）／）レオ祖』］尺心汀zY ]b との）か襄
函po.涵hon oj吃T 叫やNI,トy E品c租·on with 枷onoi

知以落瑶営狐紀謬皇
象似彗嫉裂釦訊 l飢灼良 o惰宵箪沿詞狐會喜

YOSHINA'.-A o KA TAKUJ"I KANNO SHI (,-EK! ABE 

唸｀ンりりNしの介高 K ＼さ従永シ緩妃＜ン打ゞン K よゐ表斑払，行A 相狛弦、応t‘ぶ用ヽ、ウれてをた

丞 11A て•-Z心稼払介角すゐ痢合k liシシゥ薇おふ“"度の戸 lす材それず，介覇の利 K

ありかし‘‘めジ少勺緩色分絣祈 b ことが 1沙蒋しそれてヽヽゐ。ツク勺薇J/')房絣y.:_ \j°.,,,.他、 K 絣緩

一逍蔽必水糸｝広ぶ用、ヽりれ1.、ヽゐぶ，このガ怯て｀．）さシュ勺練分緋 0 終羨が明りか 1‘‘ fS I..., 

そのうえ長埓痢も菜ずる。そり K;::.. オグ疇緩潟浚乎で｀か埓足灯ためガり水分僻を起してラ

ジオづワ A 卜‘‘とつくる危険があゐ．

ジシ句緩 1も依縦祖瑶処錢もイ弓え）さ‘喜冴） y::艮遣埓面 k 分絣そ)%L' きたシオ 1ゞが援訊巖洛

液守1...埓足て‘‘あるため，卯氷介僻を起ずお‘えれも店、ヽ。このたわ羞角>) lさ斌緩り栢杉谷背

それゐさう食ジ）V ぅクウムー 15 とシオブ｀‘—q 5 If)稲枇分記ゑと得た、、し房えて放対した絃来

, ニオ 1· が懐ヽ羞緩悌漿なりブラぶ）---- 111 If)以、］ 1｀才）レケトッ 5記泉 K もって姜劾 K 梱叫そ

れゐことと和‘）） ：：：れも用ヽヽてジ）V づシウムとニオぅ‘｀との今蔚忍祖しケ斥．

ニオ 1‘・＼さ函緩漆液なりジイヅ 1‘‘ ケ）V げトン料絃で‘も柚似それみぶ， 8N て‘斗認，J ON て‘‘吋

災稚出される k 方ぞ‘店、ヽ． o. 02 %のブラボ） /) V &含むジィ、） 1`‘ 才 lv げトッと痢、、1.租晶

とィそった綽来 lさ 8N て‘‘仰災，q N て‘‘%%, J ON て•• q6 % ll)クオグぶ椎l 払された。ブラ荼）-- IV も

o. I 災と所i}t lぶq N 極酸逢液介ウ竹松If):::-オグぶ相出それゐ．

こ n 条件1.さロジ）v ::lシウムもダ‘r~‘)稲似され， 9N 以~ If)極綾蕩·液介り 85 ～初゜¢の稼幽争

硲えうれた。 し介しジ）レつ Z ウムの梱出）3 紙簸 3 た）s EDTA n 添仰によって 6 妬秒反ざて‘`

料出桑も抑えることがて‘・をる。

1N 以fの成緩， 0． 11 の EDTA ，シュウ緩，i悛后緩）さ、、ずれもニオブ万？稲出も好善し臼ヽヽ。

哨秤f乎 K 柿必それたニオイ\;1: o. 5 % ffJシュゥ緩苺液で‘ふうもし‘‘也ヽぶ 1 l国で‘足渇ク3 K 水

f y.:猜り， 1N成緩で‘l31 固りふりもど‘して 83 Z'ぷ水f K 秒る．

10 



A9 ニトロジル／）レテ＝グムオキシ／ン／9.:I:盈っぅ容媒抽出
函恥戯紐如ぷ切t帝仇屈召如心厄砂叫、匂伍辺・

立放大挙理洋郵 奥野久輝・岩島靖• O 渡利一大
山寺秀堆ー，石森逹＝畔水町邦彦

叫年。応依 □砂 I匹ji四・臼叩 Wふヽ
出ら“卓 Tii砂心 ls:幼叩｀．知叫滋げ少叩ぷ

核今裂生成物が重要成今て、あるルテ＝ジム因複穀は化学的拳布力を示す元素て‘'あるが｀1
特）二 7．主且される") It.そ-:?>=卜▽シル仕合物が非摩：：安定t'>生成 L やすく） かっ噌這L-,'レ

テニウム化合物と I古かなり輿った肴噌ヵとする::.とてある。 このような共 Iこ殿l連す 3碑究0)

一つとして＝トロシルルテ＝ウムオキシン士匡の考諜抽出さ試叫井藤・周両氏の報告- (1) Iこ

役って行った）しテ＝ウムオキシン土盈が溶裸抽出っ結呆と比較しに。

ニトロシル 1レア＝ウムオキシン塩の喝令/: I古）溶媒とし z7 口ロ木）しムさ速豆｀, pH IO 

て｀オキシン塩の土成および抽出さ行った弔合に最もよい、結果が袢 5 れた。一方）しテ＝ウム

オキシン士届っ喝合には，加藤氏らの報告. <f)迪』最適pH Iな 4"' して、あった．

衷 1) ニトロシル）しテニウム言疇直製： ＝醸仕JL テ＝ウムさ水酪1しカリウムと堺
馳氷/::.溶ヵ、 L 塩酸さ加えて堆；ィし杓渚液l:: 9 & 0 ：：：れに放射II-丘羞｛ヒルテ--ウム戸誌知各液

い加え I /::,ドロキシ）レアミシ、て｀退元後）一酸fl::.窒表さ直 L", F/辻cher ら 9 方法 Ol,=fせ）て
ニトロレ Iレ）レテニウム｝k酸1ヒ物と得 a. ~れを';! N 塩酸 I< 堵ミか L て言哉料とする·

2) 神出操作：試料漆応。95M オキシン- 6 N 蒋酸蕗夜さ加え）水酸化ナトリウムて‘pH

直卸 L ）あたためてオキシン嘩さ生成させる．冷卸後漆媒とふリませ’'て各相っ放射甘もよ

B心凶 At向五し社製シンナレーレュンカウンターて｀｀湘1定す a.

旱 i)溶媒 0 還吠：j i表 I＝示すよぅ I::. 、 7 ロロ木）しム，シクロヘキ;,- } :..- イ、｝

アミ IレアJレコー 1しっ喝令に恙ぃ抽出率が得られたが‘，後＝考 1な才キレン士盆となっていない

=-1-ロi-,-- 1レ Iレ〒＝ウムをも\.\ <.らか袖出す知 2) pH "邁漱：斗 2 表 I::. 示すようにpH

IO て‘‘晶もよヽ 1 結果が｀得られ七が｀，一般 I迂告直の lレテ＝ウムナ十レン土盆よリも袖距平,.低＼＼ 3

3 ) ＝卜〇l.--- 1レJ(....テ＝ウムオキレン塩ぁよ心）しテニウムオキレン土亙つクロロホ，しムーオく凌、

哀相 m の分蔀1ゑ数：各 3 っ逢 la ついて抽出さくりかえした絃果，それぞれの最遥訊にあヽ

いて q o 士 30 ぷとひ｀｀ ～ 2000 て．．ふる.::.とがわかった．

歩i未 ニ)-ロジ）レルテニウムオキシン卓の今配比

黍媒 pH 4 I p Ii 7 I pH Io 
？ロロ木Jレム Iヽ．（＜0.01) 3.3 (<o,01) K (<O,ol) 

l!D塩化泉咲 、,t 7 (<0,01)! /,/ (<o,o/) I/, (~ 0,0/) 

べ‘ンゼン o,i/lC<o,01)1 <,o (<0.01) Is (<:O,O() 
シクロヘキサン 0,09 (<<0,oI) 0,/3(<<o.o1) 0、 7 (< 0,01) 
シ 7 ロヘキサ／ン ／， 8 （ 0,0り） 3 、 2 (o,03) ｢ (o.o~) 

工ナルエーテ Iレ 0、 28(<o,o l)J o,9 (<0.01)11 

イソア三，レア、レコール 2,I (O.o q).t, 9 (o,o 午）ヽ
(<O.OI) I 
(<o,01) 

(:の庚禁て｀‘I士加熱時間不足ったの楚らくオ中 し· ;_..:t盃 ) 
¥ ~ ~. 
L 1;峙，

pH 
3 

4 

5 
6 

7 

8 
q 

Io 

i 1 

斗 2 奈
pH Iこよる介翫比の変（し
ニトロレル 9レアニウム 1,_ テ...ウム

HCl溶淑 Ht\031釦厄 HCL 溶液 H叫海蒋
ヽ·

一
ゴ rｷ5 33 

ダ． I 3./ 81 6“ 

‘’ 3. 3 121 62 

1,.1 ¥ I 3.9 8/ §ど

‘,6 «ふー ク 7 ~2 

7.2 6,2 ュS 22 

8,2 7、 7 18 I$" 
13,7 13,0 I$<' ／え

?.o 7r  / 3 ? 
＾土成不兌全て．．，社って分西ビ比t 1gくら..,て
かっ::..内＼tオキシンさ加えそ II て同様、＝久豆:fl'

• 
(!) j. I-.-0T3, Nu.cl. CheY'll., l_-.~ク9(/9 紅）． (2) 沖 3 回放射化学針蛉令 (I q s q),

11 



A 10 炉JL休 Au II)洛客丸泉雑似泣、•/: tが分饂
ふ四凶砧 4 乞…和 Au --"'J Sメ…は Ex恥ぷ如

和し文学・全石斤 稔森含弘）厨進．簡侭屹消本註氏
囮叫如 G.村，邸に S叩伝，ふ砂＄占， Hふ「じ屈しよ

寸イクロトロン I> よリ加速 I f-;. 7° ロトン屯イョ令クーゲ・フト,,燕術（マ’主紋 I た杖

術性 Au iクーケ-· -フトし庄 l; £,K足蛭／た後塩化約 0 形で酢戟ェケ IV 詞低t行、、ど＾ 1且休 Au 1'. 

得て I ~れt糾料 "'l -r摂、オ旦休 Au ぅ弗化物，浪化物，遠ィヒ約ぉ. j C はィし灼を作リ，八 1つゲ＇

シ化，）＜条殿，）＜洛泣か S っ令托咽れ奸社 I・と 3 珪瓜注の捨討t行っt。

ff s , Au qヽヽロゲン 4L 初 4 HF, HCl, HB, 〉 H1 っ合） N , 3 N J i N JIt i洛浪よ,,,J. f I:.リ宥れ’

袢媒 le l マ イツーフ゜りt゜ルエーラル メケルー A ブー 9`‘ ケ 9レケトン，ァ：ルアルっ—匹

J節註ァぐ IV ，ェクいエーテルJ酢醸エ今tレ，をよ叫 l I司、，て 1 今）訂坂復佳，詞 k令離

して肴松＇屠<I) i吐『も 3名度．t Y 手名シンクしーシつンカウンターt用、，足位置7.. i息•I i｣. l.行、ヽ

あ·りお'! "I 11知件て―")チ由武孝t比乾伶甘 I r,, 

屹'tt来マクロ生ぅ知q 7易令し圧ずいいたじ o Au q f忍令tではいっ··れも，も倍件で：名府れ'
捻媒,, 111 iiるわ口 I;. 1:-んし..用 l‘ t^ 6 り，界ィt.%,；戸Lfりにあ、，て 13 オi打よ卑，1 兄，釦晨庖

に忠3 界tれ：ヵヽ篠人物お• }、遠 4L 々勺は比粒的，＝るりも臀が少な、｀。メケルーイソープ｀ケル

,,. J..ン｝ち、 3 r,..ーアミ V ァ W つ一レか屯；炉いu q砕\r- I< Ji l マ昂 AL 物を陰（Jヽ. Iつデレ北t..クり 92

有立1)でら 3 。 } t，足ィL 抑,.. jす 1 3 イソーア゜ '9 ヒ゜ W エーァ ル．）お、 3 tっ函頂姜マミ 9L I 、i 3 袖

ょ，，ぁ·、、て 91 祓｝農度，：ょるも臀ぶたさヽヽので） I l-1 - kB, に N必／邸04, HC(_O4 Iょと't tヽ勺
ち、の力0 えて楚条ィオレ濃たi t n 蘇濃危が 6 予J,V I' なるように l マ蹄ぬ牟の珠討を行 7 も

しこ 3 6 N - H 翫叔洛液マ＾ 9 魏出し堵 L ヽヽ＂‘}たばそれJ;(...)::.. ~油よ角を:f. I た。

12 



A 11 碩酸噂ぢ夜からの希土粒立東のアミン抽広及区陰イオン交換 K っしヽて

A ぶ叫サ血 A企 E必呵と圧4 ガ一心五釦必妃吋応E— Eム4年A必

日本原 3カ石ザ究所
o 市）11 畜ナ夫， 序智野 仁

Fク。 1年ん心． 必一圧伽→

新しい喀媒蒻広翻としてアルキルアミンカゞ最近盛‘ん仄研克ミれている。アミンによる抽

盆 11 険ィオン支投 K 姜とヒもい 1すれ茨杖喰ィオン支換株の別名もある。 しかしせの筏積 k

ついて Id 尚研克の余地が•ある。墳羞らは前 lこtt, pa..，仇の陰 1 オン支 1臭1:.了ミン袖出の比

肢と竹っに力＜｀．今国 13 硝酸裕痰叱の希.:t.類元乗，こついて険ィオン文換，アミン柚出ゎ‘；ぶ

TB F 袖出と行って比疲検鉗した。希土類の試料 1°;1輸入アイソトーフ°また l ;t "JR.F.- I て

中性．子瞑身すして作っにアィyトー 7° と．用い，｝＜｀ッチ戎て•Kd !.渕l たし k, アミン 1 '3 ii殿の

Tri -,ル -0cty /a 九ん;n.e. (三級アミン） A加be..r/ ite LA -2 （二靱ァシン） ？心虹冗訊T

（一級ァこン）の 30 紗ケロシン泰衆苫用い、衝｀脂 11' Dowex I X 3 を 1更）た． t N 0 碩

醍喀液→らのみ立の樹脂への Kd,. La..から如すで原子番号の雌v.:.浪‘少しし社がら先,-. KJの差

が‘Iい。一方． TB P 抑出の kol は 加k勺らの示団追り原子番号と共 K堪広し匂位か

這火の度合か茂ヽ痰る。アミン抽虫て＇、口， ア厄れe九 m- T の視合 l"d険イオン交硬衝脂

と同じ＜原3番号の噌加と共 v、着しく似が激i少する， A加be.r/ite LA -2 および 1r i­

叫呵I/).,Jfk(心の鳴合 I叶菫□｀がら減少の傾伺がある。以J::..”"'llヽ汀蒻鑓謙 I りの布
土麺元乗のアミン抽瓜は T13P 抽庶よりこしもしう険イオン交授'·K 類似して W るという事が｀

利っに。
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A 12 
陰イオン交換樹脂に対するポロニウムの挙動

Anion Exchange Behavior of Polonium 

日本原子力研究所

電気通信研究所

矢島聖使，柴 是行， 0川島 敏

Seishi Yajima, Koreyuki Shiba, Toshi Kawashima 

ビスマスを冷却材とする半均質炉の研究の一環として、ポロニウムの連続除去法の研究、炉材料の

防蝕の研究などをするに当つては、種々の元素からのポロニウムの分離が問題となる。そこで先づ種

種の溶液におけるポロニウムの陰イオン交換樹脂に対する挙動を検討した。

すなわち、ポロニウムの塩酸、硝酸、硝酸アンモニア溶液、ならびに錯塩形成剤を含む溶液におけ

る陰イオン交換樹脂に対する分配率 Kd を求めた。しかる後、そのエd に基づいて、電気化学的性質を

利用し難いポロニウムと水銀との分離に陰イオン交換樹脂を用い良好な結果を得た。

Kdの決定はバッチ法によつた。ポロニウムを含む所定の組成の溶液一定量を共栓付三角フラスコに

とり、これに一定量の陰イオン交換樹脂を加え、一昼夜放置後溶液相を分離し、適当た溶液として銀

円板にポロニウムを析出させ、そ(1) a -Ooun'tingを行い、それから Kd を算出した。

一方、ポロニウムと水銀との分離に用いたイオン交換樹脂カラムは 9皿9X5シッ 50一のもので、常に

新しい樹脂を用い、使用前に Conditi oni ngを行った。

このような方法で得られたいくつかの結果を次の田g 1.. Fig 2．に示した。

Fig 1.([) 1 は塩酸溶液におけるポロニウムの Kd([)酸濃度による変化を、 I は硝酸溶液、 1 は硝酸ア

ンモニア溶液のそれであり、

を用いたポロニウム

と水銀との分離の溶

離状態をFig 2．に示

した。Fig 1．の Kd 値

から、水銀とポロニ

ウムは、溶離剤とし

て、 4M 皿皿）を用い

れば、先づ水銀だけ

溶離されることがわ

かり、カラムの実験

結果もよく説明され

るがポロニウムはKd

IV は水銀の硝酸アンモニア溶液における Kdの変化を示す。なお、カラム

。 ?'+  6 
Mo1&,-ity 
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値が大であるにも拘らず 6M ENO.,~8M  BNOaで溶離される。
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A 13 
玲 4オン交揆和脂 1こよるバ厄と＇゜'Ru "'介鎚

知び研元、f '"Tc 心/ /9、Ru o九 4• Exchanf 0/u灰几

允石屋工紫． 1長術訊瞭吋 汽畠立節

TQr.vro KAWASHIMA 

1 校介梨注践物がら介譴し Te qqTCII)0bRu g伴うことか夕、，か． )oh Ru ，，険去 IJその．禎薙Tj

化距牲の F り I二非帝 l"- 困難てみ 3 。冑者 lS さき l：：イオ｀ノ友挽膜 E 用，＇てqq Tc の楳隈互試沙

T入、｀ tら 1こ問単 I"- 刹用でさ 3 イオシ文挽租脂によ 3 方法を校訊 L R 。qqTc.,,.,唸・イオン交
吟l') 4)'.  - --......  - ~ qq 

護は I c~ふ必，忍ふ｀; H瑶匹ふ しによフて報忠ざ↓して苫リ｀是＂＼らによ 3 と DK 羞し衣 Tc."' 

者随いは HNo3 i k l3 \-jは 04-乏甲いふ IJ:'よい。一方沢u ヘイオゾ支嗅は複雑て、唸襄イオン／

支喉体．に対して部今的 1こ喰羞 rふいし IJ.森龍:tしI'- 3 1復釘ど示し、 L T~ がつて柱且玉分綿 E B 恥

とす 3 と屯＼ば、 K と之ば桧イオン文 1庚相賄JC 奸 L 7.＼ま、 ｀りがてき 3 T＝げ吠羞さが厄，、i

ぅ Tふ液性にす 3 ことが留央のか一歩て＂らる。 H )-1 03 森淡 k ついで 1] 0. o / ~o. IN 'Iとき、

悶イオ :`_,,I世 Ru が最も夕，、叩） 6‘ 、 足っ他筋単/0-えシ IIL 3 訊荼 I二つい Z H U, H:, SO y.,瓜 oµ
なとこ校討し訳が， し‘すれゎ H NOシ森液よリもネ添 Tl 篠某 4r―—陥 HNo9 6N HNO, 

E 示し収。

2 、今萄 IJ:.菜合弗液をグ、 I /'I H ,v0..3溶夜t.- L ?: Dow.ex l-x8 

(｢ /n机¢ x ぐ"lltl#f.)に通し（ 95 W・＂ん」）、 o. I~I  tt H NO J tｷ ¥os ~v l 

流允さtてろ‘シ b H H NOJ E 印ヽ・て 11Tc R 森綽 L 訳，

j, i D Y.1t1）外 Ru E 令も、柔令峯伎と怜，、r-- ((\'.-·M 磨完刀‘し

2 し倅℃測尺＼とさ｀ i溶蕗しi;< qf丁しの丘ぶ応 ,= 4『う｀し）

し;Jc ll I ま 1 ％であ？ K 。

（文阪〕

l) 河島甲 lll 99 牙 3 回沃訳（（党訂論令 99 （昭オr, 3 4) 

ュ） F ． lc し、い＾w^ ，恥ii.. C如 S匹．J呼0..汎／旦 II 2b LI Q口）

3) 松坤｀． 令莉代翠， 1, ？む2 (9B 油 3 "3) 

4) E.H. H』ャ‘..,_T 9̂ 

r) ；司罵， 弘エ訊＇報

J. l~o守. N叫匹 C厄"'_·1. -1..ノ紐（ I 行い

i1 2 34 (l!B 油 3 り

b) P. G. M. BmwK ／虹＾1 五d. ~e屁va.. R.ザ立
9/ 

3
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A 1-4 
焦臭グロマトグラフ；去If)，証廃YJ[. ST P I 乙よる FP の分雌．
Studies on the foe四si喧 chromatography VII. Separation of fission P1"9duct 
by Sl'P. 

広島大理
晶川拉哨． 0大告 a召 . . 竃•
Hutsuaki SHINAGAWA, Ak:i.ra Ol'OSHI. 

焦臭~ク日マトグラフ法による F pの分離 1：：ついて次の諸條、イキと考慮しつつ検討t重ね、

夫/J.()内に示す北のが適当てあるヒの諸論 1-:::. 庄した， 0v．錯化剤の種類濃度、 P廿 (S T 

P. 0.05" M. 4~IO) 。 b錯絆離命］．濃度(t盈酸、 0.1 M.) 。 し、試料 F pのpH (I~3) 。 ん
媒体（東洋ザ紙 No.~O). e電圧勾訳ヒ連電詩間 (25 ~叩， l5 ~15 分）。以上の條／中 0) 他 l：：

F p fJ冷抑靭向処理可詫青、分離枝種の検出手段1..."あるオー|ラヂオグラフ羞分離枝
種の同定定量If)刷題辱について得た知見について越べる。オートラゲオグラム． 1 は /00

日冷却 F pて＇’+創（中央ょリ左）の希土黄員の分離t、子、す, 2,4, 5 Ii \.5 年冷評 F pについて
通電の詩印的史化 (l5 分，20 分、． 30分）を示し、 3 (露出 20 分）は 4 (露出 IDD 分）よリ分離線

If)史度的内容を示す。 6 （蒻、出 \00 分）-Z:'J見われない C は 7 (霧出 16 時韮l) の石端て｀＇船状に

現ゎ礼応じの分離 lま兒全て‘｀あるがデ噌a による I~もの足量t検討中である． 8 (露出 601n\)
ll) a, 6,C 心郭の雪状の像 1ま 100 分役に成めて作製したq (館出 60 分）およぴ 10 (12 時向露出）

て｀＇ 1ま消滅することから灰豆壽命の枝種ておることが刈る． 11 (F.P.), 12('尼ぷ）， 13("[』揺
）がらも左端に同祢の枝種が｀見出されている。

ォートラジオグラフ． （富士 X 線泉フィJレム 1吏用。 20゚ C, 4 分，指定王見｛象.t行った.)

ー

2

3

4

5

 

6

7

 

゜

8

9

1

 

11 

12 
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A 15 ルテ＝ウム '"o R u.の 3 組嗽気泳す』
雀巴埠心此叩如各乙ー／峰

原京欠悸数ふ号粁
0 わ哺｀二評，
J心 M凶心ん・

函 lll

M以心
蒻

M以脳如叫

らへ｀・ぅ樟‘茂カラ紋.,_ I i ;払電只玲＜も迂しを↓ 5 、、

た。 文耽，下社 I, 01 I, 6, ユ， 0 ，， H ば— KCe.絹妥律pたがイオン 5長疫，コ 0 、 l t e I て行った。 1J,テ＝

ウムの 3N 堆孟吾反海米をあらがじ｀砂莉恥oJ紅白玲液tら希叙う文蓬すっと原ぅ夜と蔓るぅ拭電気泳鮎

／ラムがえられる．（* 1 回）

IO ヽ凡u.“'盈穀考茨＂常気化李的拉管を

クロマト

...... 
-99.  

」
く）

寡 1 国pH4.6 の H“-Kq

“4勺f宋こ法媒に用"た 106 む

9ゑ化わのう益常気泳祝

• l
-

(30 0 ℃ 

'j 1 長 A. エイ

のイオ

I o e ク）

)+ 
• 

3N 叫酸廿訟咲/t',-f':,
£直~,,亜丸戎釦 l た渇，告

pH I. ヽtゞ /08 祁ず滋 I T'” 

ゞング｀した訳¥斗ー中
ンキを存丑比

（但I,エ 4 ；；●： 9` 遺動ゥ洸吐 m 司ー）, -1 。 +1 

訊 l. o 

I, 6 

ュ． o

0 、 1 3 ~.2 I (0. I~) 

0. 22 ~27(o.42.) 

D.30~S2(o,34) 

1

1

1

 

D. 1 (0,:, 1) 

o. 2 ~ ~ 2 3 (o. H) 

o. 27~ 3 ? (O．口）

ら． 3NHa, 中 0 訳科も募、 3 ；毎り某ど｀．電気泳吉力 l t: 
戌合のイずン樟荏荘．氏

析電
媒考

-1 ^
U
 

+1 
数字，. 106 訟っ

l'H 1,0 

1. 6 

2.0 

4

'

?

7

 
, 
'

,

 

0
 

0

0

 

0

0

0

 

放~射観 lo 3'~ 

”汀，1 面杓比．

““行魂成が移in も
ニ↓ A 港オ~'('1t ~1, 0, 

+1 f西 4 イオン＃魯＂存在炉 E月かが，ー2

オシ柑屯獄骨q存在 2 否足t•• 

3 なり。放身1 11'.. rf !;J I= 測定 l た各 1

才ンキ崖＂存れ比をテー表 I= ｀テ． l 1:, 

滓液＋て．．

火舒ケIJ\、中性っ訟｛瓦） c`. [/2““4(H叫
o ような性イオ‘ノを含iもヮと拉足

b
 

ヽ2

〒
‘

～
レ
ー

゜
、

>
3

J

i

 
豆

H

ェ

K
r
 .. 
T
 

十ユq 4 

，，とにルデ=，，^ -3N HU 

1-i., 

：がろ。 PIt1.o ~ 2. o イオ:;, ；長ぶ 0,,r­

a 忌怠f言「＇を成中 z`` 1名恥 a ： ＂ぷうな 1

叩名イオ~ンの生衣‘'/J吋忍められる。叫

“蓑 4乙にぶる＊1 また）ェー1i西のイオン

樟の分た青が祁遠 I} l!月、力‘でな、ヽが，

渓蛉の穀 1 そ差 1 るて利 I, o~ ば、D"ra 
で＇‘心火 1 r, オ目菱 1すない X うに言忍めら

すt;. わ :<; [ e1-] ぅ棗度 0, IS" M, pH 

q)'。1 ?" 1っきつ 50 79..い[Rulll]'t' 

残りq r0 7• そ／ ほ l9·· 与fク知⑪午ー／

応cR. ~ -r z·· 樟萩ず a B 推定される• 3N 

泣穀浄牙くにあヽヽて I i, R心£ュ;-..存j1i /1 

れみ。

/, 0 ~ュ． 0

棟公さかなジヽった。

クロマト泣大値．比． 臥j...:Lっ親手．J3 打ぶ• T 9 浅旅，吸

収スヘ° ?)- lv ・ ギーラ II j"ラフ）こ

3 私皿"',j(_ _j.紐ザ 9衷q祁手． 4 も歪ヤ

呆て矛盾（石•'。
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A 16 デ紙電気哀動二よる F.Pの分雌
A rapid method for the separation of fission -produots by 
paper electrophoresis 

試射線医蒻総合石百究所 °歪村正一， イ手：R正実
Natl. Inst. Radiol. sci. shoichi kawamura and Masami Izawa 

核分裂生成物の成与せ｀ある図，万，13をs,I呼Ce 左高軍なキ蚤ィ乍て‘'布雌するのJこペーハ゜ークロ

マトグラフが用いられる。しが L この方法 1古辰 I打：：かな l) 蒔向が｀力‘＞る。し宦考等，よ迅速ざ

しかも高軍＋ふ寸彙ィ乍ぜ，これらの様種を与蘊する目的ぜ炉紙婚気泳蚕ヵて‘｀行暉を行った。牽陪

鷹這這醸醗鷹疇， 7 エン酸および＇／こ爪ら 1：：アンモニア水を添加して叫を衷えた

屯のを用ヽ）てら離欣態左 L らべた．その結寮クエン酸および｀酢酸を香解液として 20 与（旬の

短森旬の泳動ずこれらが撲稼左夕蘊することが出束た。方法ば東洋序紙船． 5/, 1XI/-Ocm.. 
qo q5 13’T I叫~

を loofo t盈醸ぜ処理 L たもの 1 ：：陽極側から locm の箇所に試料 (Tr-acer量の Sr, Zr, Cs, Ce 

溶液に電評液また 1;1;心要二応 L’' て o,o S- MSr, Zr, Cs, Ce の担体を加えた士の） 0,6o 5" cc を

スホ°ットし 7°ラスチ、ソク木及て冗ヤ紙を討埒炉紙の片面を流水左函 L た冷秤樗て｀ン令 L ー定電圧

て'20 炉如知勤 L 面沢后ペーハ°ークロマトワ｀＇ラムスキャソナーざ計数するか或ばオートラし“

オグラフィて‘分離欣態もしらべ‘た。その結要 I古まとめるとつぎ‘のようになる。

(1) 0, 0 幻 M クエン酸アン王＝ウム(pH 3,5) 左竜貯液と L たとき灯紅釦（司って（初Cs 1 唸；rI

I叶 Ce I qs-zr(/)1リ負 9連ヵ芝禾多託巨雌 Iょ Tr-a.cer 量の試料i:;" I 古 13'lCs 1 太 25,5cm やSr は 19 Cw¥, I叫Ce 1 古

IO C 1'11て‘、qszr 這葵，こ留る。また。，05M の Cs I Sr, Ce I Zr を加えた話料ぜ 1木 1呼Ce の動きが‘

ゃ＞早人な l) 約勤巨離i士 16cm となるが｀）これらの核種の相丘分離ぱ可応＇、ある。

(2) o. IM サ 7醸ァンモニウム(pH 6,2) で 1臼陸力釦向って 13吐‘s, qoSr) I叫Ce 竺Zr り喩：：軌き秒
13’1 

動巨離ば Cs I太 22cm qos,-1 ま I 6 C:m. I I呼Ce 1 ょ 12c れて‘‘qszr 1が原奏i::.留る。また担体を加

えたとき 1 i q0Sr と 1丹 Ce の分離がや＞悪くなる碕向がある。

(3) 庵紅夜'::.酒石画復）ギ｀酸を 1孔）たとき I古直当な出を達べ'1ざ｀／これらのれ亥穫！の中の 2 l3 

至 3 午左分離することが出まる c

以上の実験粒繋からqos.,. J qら， 13為，芯 I太電僻液と L て 0`0511 クエン醸ァン王ニウL-1

（西 3.S) 1 O, I M 畔酸アンモ＝ウム(pt-I 6, 2..)ぜ，ぞれそ＇訊1./-o V/叩,30 V／⑳の電圧

て｀‘20分南］のう永動£'迅産裔軍，ニケ離することが出また。
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A 17 金属状水銀による 203Hgの捕集について

The Removal of 203Hg in Aqueous Solution with Mercury }fetal 

日本原子力研究所 矢島聖使，亀本雄一郎， 0 山岸 滋

Seishi Yajima, Yuichiro Kamemoto, Shigeru Yamagishi 

〔目的〕 放射性核種の捕集法の一つとして、今までに、電気的/fC.より貴な元素をより卑な金属上

に析出させる電気的置換法や、 Me inke らのアマルガム法などが報告されている。演者らは、希茎

す、•5 放射性核種の捕集侭、金属とそのイオンの交換反応を適用する方法を、水銀，ィリジウム，コ

パルト，亜鉛，スズなどの金属/fC.ついて検討中であるが、種々の興味ある知見を得ている。特に、

溶液中にほとんど担体を含まない状態で存在するトレーサーは、簡単な操作により短時間で 100%

近く捕集しうることが明らかとなつtこ o 今回は、金属状水銀を用いての水銀ィオンの捕集法につい

て報告する。

〔方法〕 0.1~29 の間で 6 種の量の金属水銀を 5 叫 の有栓シリンダーに秤りとり、それぞれに

水銀トレーサー溶液 2 叫を加えて手でよく振りまぜたのち 1 日放置し、そのうち 1 叫をとり、放射

能を測定し、最初に加えた溶液の放射能と比較して交換率を求めた。この結果、水銀量が 0.8 Y.以上

になると交換率にあまり影響を与えないことがわかったので、以後の実験では約 1 'l-の水銀を使用

することとした。

振りまぜの程度を 3 段階に分けて交換率をしらべたところ、有意の差があったので、以後振りま'

ぜ器を用いることとした。

次に、加える水銀トレーサー溶液の条件を、水溶液，硝酸々性溶液，塩酸々性溶液，硝酸ナトリ

ウム溶液などにして、振りまぜた時間と交換率との関係をしらべ、また、鉛イオンの影響を検討し

た。一方、コバルト，ィリジウム，亜鉛，スズなどのトレーサーの金属水銀への捕集の状態につい

ても、上記の二三の条件で、あわせしらべた。

〔結果〕 水溶液中では、用いた 5 種のトレーサーのうちィリジウム以外のトレーサーは 30~60

分で 100％近く水銀に捕集される。従つて水溶液では、水銀イオンを選択的に捕集することは不可

能である o 硝酸々性溶液では、水銀トレーサーは水溶液の場合と同程度に捕集される。一方、電気

的に水銀より卑な金属の一例として亜鉛トレーサーを用いた同様な実験では、亜鉛トレーサーはほ

とんど捕集されない。このことは、硝酸々性溶液で行なうならば、いろいろの放射性核種の混合し

た溶液から放射性水銀を選択的に金属水銀で捕集することができる可能性を示している。

又、放射性核種を製造する際に副反応として生ずる水銀を除去する目的に本法が適用しうるかど

うかを検討した。鉛を中性子照射すると (n, p)反応で 203Hgが生ずることが知られている。本法

を適用してこの水銀を除去する場合に問題となる鉛の妨害をしらべた o 硝酸々性の溶液に叩／叫

程度の鉛を加えて同様の操作を行なつた。この場合にも、水銀トレーサーの交換率の差異は見られ

なかった。このことは、上記の目的に本法が適用しうることを示すものと考える。
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A 18 Tc z:. f?e 0 、度薔か陥佳につりて
＄呼か直如伶 7幻巫叩砂いわ如れ合・叩年羞砂真＋似

象素款、）了｝哩汗粋 紅＄雅尉藤素応粋 0)]は直夫
心呵砂 I如如脳丁心ふ辱 H努わ呵ん• M凶益必胚原人

1. Tc と R-e I認知~)洩貿が極めて穀似しており， Tc 0)分離釘irのさ Yl K, Re l tしばし lず
担4本℃ V て）計 ll られ 3 。天然鉱判ゃ柑、石 1よと｀‘しこ合召れてい 3 栢灌tfの Tc灼 Re およびMo t
合も試粁の江射如｀り賛斗T E 行）場合I!.. I丸 Tc -z: Re の分離1J‘う似要てあ 3 。親在うて·trc, Tc 
直疇恥知り叡オン知鯰1'\° ーパークロマトゲラフi去／訊化珈訊琺 1J'Z｀‘つ‘琥
象されて V1 3 カ‘い／ 目的 vしよ，て I J，悠ずし 1 良好IJオ沃7...、あJ'z:: lJいえない。

紅ゥば I f,繍詞より差、涵す 3 ：：て K ぷ） / R-e.-,: Tc分離0)可能性を追末し I Jり翔パ呑
来を出 dl て‘ここ V§板苓す 3 。
2. Ke ℃ Tc l3 いずれむ最高原、う価てあ＄ ？憤繹在すれ lぶ）石諷洛砲中より，水て共 k

蕉醤され 3 が＾， T□）打を翌択t咋量尤レておりば‘い知 lJ泊出＇度 I) のて＂）琉応匝欺
にこ丸びって，惹遥され：。ー訊叫/ I)遭 2 のご‘乙＜比較的弦ヽ、遠ぇ剤て・還元して北，葱く
猿峻中で IJ'直ぢに略化されてノ知 04 ーてなり， 7]<. 乙共 K 蒸、器され 3 9、 I t肴且して／魚
鱈敵が基礎的約戸詳細K秩訂し凡
キャりヤーガ‘スとしてiゎ空気／炭酸がス／および沐蕉見を）t} I l たが‘J □、気．K よJ\.,Ii 

，豪も分離の効率が｀哀 I) こ℃がわか広還元和1K I3 J品酸ヒド‘b 守レJレアミン／あ｀よび｀J
函改2. t検討しtこ力‘＾，品応を加口丸 Iむ 7、 7：｀妍やげ、醤され 5 の C.、 I):温懃ヒド＼ P キレル
アミンの方'/J‘.、f遺て｀‘ぁ 5 。

3. お知よりJ 10 川jよリ酌l!.~床｝で｀の舟の Re 尋t約ー峙l彫）、閃て｀分離刃 3 こ℃がて'‘
芝 5 。なみ｀／〖€より分離されKTりも麟机 Tこ℃えば／雄筵會りtJ.ム駿刀リウム 1J ℃‘ 
を加えて蕉酋ずれ IJ.]戟化されて菟、滋され；；よう K なり） その他の不揖堵池の元桑より分
紬可：ここがて．、さ 5 。
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A 19 じ0)且(OH)iへの共認 1くついて
伍…、沖い砂九叶知一fこ（叫）J

蒻駅デ授予祁 石檎雅入籠紅心°))ふ睦久
庫釘心'L叫叫i，恥ki vo H可I砂， H晶o koj<I況ん

1 核分裂逆成物賃中 k 令召汎3)レデニウム (/0)訟： H、 L. J./.0 ol ノ 106/?u : ft. J.. /.0'I) /i此

較的他萩種より長壽命てあり．冷苛麒 l日平り放打能の条5 がかなりスであJ. g衣、）レデ
ニウムは多べの原 3 佃濯懇、を布す：ために．牝． 1学的脊淳月が籟粒℃なり、分輝炉ff 1/4 /み
る 11 1] 1 放射性i号殷院去などの観文ょ 9 I] 凡題、天'J)‘‘'多い。
“らは さきにタン')‘.J、テソ／モリフ．、デン／）ゞ｀丁ジゥム， TJどの元素について／水酸

化オニ鉄泥澱への矢況を枝食討し T-:: ヵ‘口，今国 1す I .L記の観夫にもてづ‘いて、ルテニウム\t.つ

\ ＼して．＼司じ校討t 4尼 1:.. ずJわち 訟〇十℃して、蒸揺して 1 あうか U‘ の原 3 価t叩Jli l( 

℃とのえ 1~ Jレテニウムはア lしコー／レを）月 1＼て、すべ‘て R1,1.'It oi ;if,、態に立ぇJ l;,別 K ..t..記散文
℃ l司じ条件にて詞製した水殷化オ＝鉄沈凝こ叫いt刀12z., 7:. tf) -sノ叫，温児 1J ℃" t直当i這
評，熟版‘す；。

こ.l'L K わて得られ斥締羨t`l3 tu4t ii pu b V¥. 7 にあ‘いて、豆い霙乞·哀＜ ｝絞1-1.. 7 
）レ刀')'し生の刃方にあ‘いて峨少す 3 。

＇この Il注賃‘t槻当 Iべが 1 117 芍 3 ℃．デグえケウムノレニウムなど℃分紐し） : ℃左乙う北J

Iレテニウムの斗餌i以外q原うイ面状態、のもの Itつ 11 ても尺；兄率·―pi朕11ぷt視II 危し．唯ノ令あ
〗締畏t得 T:. 。
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B 1 TBP／ヶロシンラ各蝶の放射線穫傷一 u, #, FP およが碕殿の摩動変化について一一
Radiation Da.m(I.5e tc TBP/ Kerosene-. Eieha.vior Chan~es of U, Th, f.P.s and Nitric Acid -

日本原子力商究所

Ja1'a" Atom ic 印er31 Rese<trco lnstit心
゜石原ィ建彦，辻野象丸古牧 6委支山本寛

T lsh;hc,1,ri,.1 • T. Tsujino, Y KomGtki, Y. Ya.ma.mo-to 

滑者ら 1＃先 I こ ')TBP,／ケロシン；毎蝶~の杖射線 1員イ為と FP およせ碓醍の拳勧変化 IZ..., らて栂告

しれが： ここず、手史 l 乙 U, Th の吟動変化おJ:.ひ．．？れらが｀共存する喝合の FP (?5Zr-19ゆ， ”‘Ru-

｀）と石肖謀の脊島・支ィ/:'.,' す眉イ為 I乙よる；塔 1某の、t生欣変化等 9乙ついて実験みよ必考絡を行った・

Jo vol 匁 TBP／ケロシソを ‘’c 。 Y 線て• / 3 x /0'f~ /. 8x /08 T 賂．射したものを用いて 25゜および'65 ゜c て・令西係

数（知）， ストリノピンク・芦（ s %), 忽度， 和度等と痢定し＇ 相分腐時閉＇ 紅化．物生戌 I二つ

いてそ鋼へ't~ • 今配係数 喀媒惰 1易による U Th の比変化［チq52← 95N}, 1まと‘落 L くなく唯

惰か l1 上昇する．（沖／国） U, Th 共存時にあ・［ヤ b F P の和変化［＃共存しない場合とほぼ＇（司

傾向と示し大差店＜， 唯共存時 I乙 1オ（冬下する（沖 3 国）諒酸のfed. ,1 照術によ 9 恥t'変らず；

u, 布咲存時 l二tイ産が、乙占屏するにすさ＂ない・ ストリッピソク｀’ ；考碍オ局傷によリ U の命んと S

%, Th の如，さ令，I 茂らないが', Th の s %ず心けが＇兎 L (f丘下す,.,. (沖 2 回） ？52T ―q5Nb の s %''f 

U, Th の＃存 I乙よリ殆んと｀＇号；胄され存いが', 106Ru-”‘Rh の S %'• U, Th 井存，こよリ上昇する＇（狂図）

乳化物生成｀と相介腐 乳化物，す？5Zr- 95Nb 抽出の場合にのみ生成し 穫傷，乙よる相今腐時閉

皮化，な象し化物生成時も舷いて屯，／、さい・ 粘度•密度変化、 /06 r 程度の礁射て 1ざ粒度および＇怨

度 1;. 万gんど変化せす·: /07~ /08 y猥，射て＇’イ菅か 12 J:_昇する． これ 1ずケ 0 シンのオ肩f易J:.り，そ TBP

のす屑傷にもとずくも17)と角九られる （沖 5 日）
• 倍d 1 が 3 図’゜‘Ru-“‘Rh の介配係数（ぷC)

これらの経果および';品危変化の影響 Iしつさ

考寮を行なう も (Th)

（：口i:,Th の今酉が条数 (25°c)...|../ I 。.6

• u-HNO, 2-56N 

| ·下J.......)J/./o.s
/.or゜一 寸―

~:, O. 86N 

Th -H.NO, 
• I • 

0.5| 」
ごh-ｷ • ｷ • N 03• 9ぎビし

/,5 

゜。 /0
･ IOS 106 108 r 

:0:0「中 2 国 u,Th のーストリ、，I:.° ／ク ( O OI N HNO3 よる）

01ロ-±:い＇":-,-.,,
1) 山本，石庫，i.t野：牙 9 回原ナカ向悦縄合発表令， DI2(93和 35 年 2 月）
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粘
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B 2 燐顔羞今絹表によ｀心授燃料の製造1：：ついて
g臼紅勾叩砂号知叫如虚惰知J)如巫刈…心必7恥厄位如．

日疇狂研ぴ『 止＼，択寛 o 千 II＼念もー宕ぷゑ笑．そ鳥昌尺小林麟
y Ytv111合”西、J .5紅ゅに湿，冗1心頑亙MM叫巫，隣匂砂｀

裟j七ウラ 9 蛉末t累鉛吟未平 lご今倣 l 「：：：終撼，糾や製』 1本 (|)ふっぅ｀ iず‘函あヒウぅン吟

い這つ？がら、累、祐粉末とう佐盗 L )そ露加ェ叙型ず｝滋ふ汲がしら,rt-, 位）よた 冑認
怜末t h り1)‘じめ斥縮加工しゲロ、＇）ク叔 l::. してか§、 上ホ 1：：：研設 9 ラシぷ次と送辺 1 セ、

和句生見ぷ乎 z熱ん＼評t亡ぅ送釦乙ゥ‘とら 4＼ていク。いっ＇れ A 方 L哀て｛蜘ウラシ粉未

と、摺廓吟末地に募吟 Iご△紋 1 也ク工夫iJ`9'¢戸‘ざれて 1 ヽる。 われわ，れ 1/:" 級 Iヒウラア乙，嬰鉛と

の盲養化{ I: ダO Izriう¥う/'2..斜蔽ウぅァ翁痰：乙累砂玲末乙をあり 9l l＇め；昆冷 l て力｀ら
｀万シ古狂がヌ気虚年 1 ")..00 ～ヲケo'c こ，穂履名と 1了 riい すじ l: 吝t)0 ℃ |シカ｀してがら． 7
90ｰC で水膏虚をt行tjい、＝直とうぅシ蛉令末と皇鈴衿未と,{/ i甚ぶ可 2 迂ぅ方広を試＇み，生

成[ T£ 誡I鯰ぅン吟木 4 大まざや、鱈玲大t A 晶ふ状稔 rJ- t:'r-ついマ言眉へ｀た＾こ放告｛る

。 X線日搾界，l- 今打 Iこ F 7 ？町墨戸這 E 、む鱈汲笥二よァマ扉で純令 L tこ。

笙成した級 Iヒウぅア "'X 戎択回杵結果 z" I まじ心ヵ＇＇主 z‘ あり 水素孟疋したるので（ば UOと

9'`‘圭t•あ？た。［電｝顆！輝紅 l2 ［れ 1tヽ．店政しで紺 lC ウぅン 1ず大立之力‘昨ん乙'0` 0、 2~ O，に

凡t`•あ）， 鷲、加衿未の 1 わリに付届［改穏t秒していう＝とが、競漁 1 に、米立主＾穴まし↑

函にウぅァ蛉未」1Jゞ少tJ <,、ぼ紛杓末外 1：：科し、粒各 1 -t A,だ科度，であ）た。

L~ が‘っt蔽いぅァ性知診伶鐸!>印’I"'~肛長 6 がく｀こ A ず号だ‘て‘・舒ェ札夕t易令tJ'

り｀ ＂”今木イ粒径t直も 1 こ 'l ,1\_ I お‘が Tいい好tJ＇ぅ昆加碍t戸箪 Itウぅ＞と，繋約と＾ぅ良
ふ粉束さ＇伶i ＝とバ‘之う乙克ユられ，厄は松成ヴ 1 れ心棧紅吋て製立f）ーとが｀ず 3 F う
雫同杯’} =-とt研成卜 1 り a ---"舶糸訂‘,F-し，祁玖らシー店頑トリウムー，＂な手、,~ついて

、:/.,反『か 1 了 r,i., r2. 

隅競収這知叫虹
ぽEr ！ェ級＇Jt:.らランと示す．）
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83 グ窟四知臼わ鴫い況；け旧粕につ 1) 2 。
紐舟廷似凶応釦紅沢瓦怜P呼かぶ、厄必

日佑界｝力腐吼竹

和戸咋尋這叩浪 いパ／千 9’l区，菜オ可戻p三嗚習丸研統疵
Y. y砂砂西， I. 5鯰渕血心Kl年予，M，叫祉伍4J凡必匂“ん‘

翌怯ー uo2系汗内債燃料 4 内廷哨研免の一弓叢しし l' 百処食 hけ竹にあう仄じめ翌ぶ位中')

u o2 t U3 年も康可 3 こじ k 拭あた。その埓泊＼？，（b u oュの凶〇』要喚以峠””"クJl.にJ
っ？、 U O:i. ~望尤位とのぶ釦度含 91？上爵可 3 。 1 t,’’って、国処祠禅作っ荀ち化っれぅr(
外ヒ痕弩~ J¥. 3. di)破浮た 19 マ Iし力＇）釦知： ＃ブi u3()9 の雰絹度＂＂久 7’• み．｝。 しtーザつ乙
げ汀鴻惰心易た存 3 一苓＂推定に甚っ'I'£.,, "V,、9
uo口麟しピ考っ1, ¥7, り月及広の度准に力百 3 7):z庄晶度t酸兎i這貴との舟s 喫， ・与§

守に方、げi u o.. Pi＂フ，つらに山 0gの化が的な吃竹苫も畑バ＇た。これらの絡祈にも＇），死
濱疇／支界剪徴姥， X 線町直窟，、翻げい、危音渡廃！装置等を走印し衣、
輯直料しし 1 ，吠竺．望今サー uo冷／斗たり人立·翌粒一 u o2 免J\° V っ}- （灰｀今言骨比一

飼： I) 、あ；し、 11 tの挙末を使印した。へ° V ゥトの協砕に 1了才'-Iv ミ，v ， AO IV I\'・らイず

ー／あ 3 い,, -,, ~々イゥ＇·-芹t便国＼ v_ P1泡息 0塁合搭依の平均粒幻戸• t吃 20～切

火QI 1'tl r.:あっそ，

鱈中に巧ヽけ l u o環化に柑乃｝度駿浪巧，；か‘t 4 紹昇＼で知＃でみ？た。

1 1’汰＇f叱条危如～かoo°e v..j}]7~ I -i,_ ~'7フ泣ぁ；し9 1プ 焙吹‘炉弁とへ° V ゥトぁ｝い＼す屹
惰訊料這入レ，｛れに；点予約CJ,6韓v の
朦歪t恢蛉し1- u 02 e 詭化し衣。
炉守湛危つI, too碍oo°し内遺口ぇ噸 4 進行 (U滋

畔約 1り0, tれ以J:._ 1し心い麟，tれ以下 1^
\1 U; 。り牧争，澄ぁ 2 唸っ、つ 1; 。釦凜冶卜も水素這
元し、{ <V¥. tい叡ォi 2 ¥:'.I'1..f 7 1, #~ 100厄
"'U1 0, II)収 4’ t f号た。
鍍Atャ:.. fワ1- I\'V ヮ lーに見裂？I' '4:し‘` t q'('積 A 綺

翌），：＇の復輩＼す u ol (/)均 0戌彼碍ぅ方青麦他 lこ；

} 4 の't- 1-, 方I\ら礼ず，おし 3 ~ J,,. ·~八°し"'? l—坂‘型

の凌条;-. I -i,_,/の'(..充9 復さへ；合気 18 "'膨如 1 つ
＾し{1，ぅれt《q t 19 尼 1 れ K 。ての現象，すへ＇レ"")­
森¥了才9 F O'‘ 危，t r_ ォ、'1 ~索収｀＾知包t- l ?裾危八
t。 u oL の餌化れを 7 t t c. ア- I)｝年汀この I9訊ん集
んレ，芭稔井に 1了 uo濱直夜みを凡双，践")た［汀、 B

奇芭）。この1i...切 u o• U直愛複い牙ク偽積麦｛しの打

思遠 A
亀裂社じ't /\°V ゥt

＼字準ら
uo,.紐即知竪俄嘩心

にt 7 t I¥ー V ゥトt爾舛,i l ~ ¥'.. Iすう可悦 l" あったq l 仄しむ n，ろ，＼翌札仁ヰk. 1i, n l U 0ユ

の霞口，tか｀＇、 佑じヤー Ul o8 の＂？にっ 11 しけ， 1i戸．月侃＾牟丸↑つあ 9 。
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B 4 伊厄毬代・｝：併．芥叶み知廷淫（咋縫ク危省伯，ク＂仔役炉匹”ぃ'1,)
均似瓜召帝 I叫心嵐釦砂泣戸叫
脳…汎？⑰訟ぬ訟成分厄如＇／ A以D~

釦がいれ妍希呵 ぃ伶免， -'(ul 託/, 0 娑斧紅1.. I 多鳥 9 し臼い訊ル
y, y(,111¥\.M!W伝J. 5広辱a.wit,『己玉訊，仙如四Fi.“脳

uo,, ー鴫、ら6 元分裔臼釦，＂ n 悧処礼ャ／沙 II んわ，促和ti)~い直；森禅少科に移碍｛了が直0
1^ 丸ゥ， uo，り如もt ⑲易砂"{,,\I, v(I 紗弁9知v，治I),z._,を仰々t仇＄牲枝の社ヽ製い奴

呪 l, 知別滋尋 vr f n 4 瑾應,t /(I, I し A ゎ品福心f 1，，，ふ n 1 光ヤ l 行Jし·垢履i ｧ 4 1 ハ 1'

，仔惰化元 9 （吟てイぅ滋4破いい •2 喩t,、c,, I[_ !(" J. 

M れれri,t, U011- ~魚．邸 I,' 硝僑 I'- Ii,哨1 し七名怜 n 彩判ぺ VI ヤ{ JRR-1 （~オff 1’1 オ

＋乍｝年～ 2x /9” ツ⑰望C I r 戒痢／{,J / )ッ捗い術t §虹'11 1 ,l.,!, C1/ I ,jiｷ t'It I 
ん⑲釘1 qしもりt p、 9 ?•L パMl へ＾イ朽砕 V1 1't II 杓碕吟竹仇傍脩叶ぃ 4• q 3 1 
fヽ隊油i訊くし。

(/(Jz ~ 1¥;,C·吟仕 r 叫し1.,t I f:・イ 10"t 1“ 切りんt→ ＃犠 u, イK I)1,, ｛位 4` 疹竹....竹し 1 1f 

,f. tlイグ／イ1 ， イ，・イ ガダらが切り‘C 1っ希州し化。

洛恢祈仏ぃ小｀ iウりIJ芹初、t f緯 1` ぺりI- t? J. /り/.,._. f 11 1. / 'Y if- It/ギ／りり砂 A ( 

元ル¢L- I々I I か”) 1 名［わぃfげ＇） I C （ゎぃ «糾゜？） ／ア（もル 広ゲ— Mげ） 4 ゲ Iレ

ーク‘炉り 1 t引釈｛舒//,(,.,。

(//):;,一免心兎疹砕り AI C／グゲ II/;" ·1• I 1',• I',v," I fi.,o,_-{}/2- ¢，底斧狐娩I) c,,'(? ゲ IV

-1' tfl急邸々り仔成伯身,f,f.· t Vt,,り 0 / t”f ,1, L tが n 4 4体珠各介が『屹 3 1’ 介クも
叶小｀ 1 (/'I),_ I イんtJi I}\,,§]収多‘”芦，，'L L ずク↑ん。

”り多砕々" 4‘ 叶・ウり"“い， iJI)2 仕＄いイ似2 4 かも、い\...'t I) ?'象名¢が‘［か＾
瘍伶、かぃf 4 t { 1 L 杭¢ 4 F iわdJ 1＾分 1 [ヮ， 仔 4 久砕碓 Aし礼界｛伯と戎パif'\＼い

今ル、1-, y記外脅孔t ？しりff尼イ 1 4 序が介｝。

口

FP1 吝昴ス＾ラ（・ルとがレフ＇か I;

90.  20 刃

区se しine (V) 

C 
2“ 
^30 

RK'03 
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3“~ 4ヽ
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85 半均賃枝燃＇、料手の参素化処理 Iニフ＼＼て

9 本原うか吋究所 屈府、建房 0平野見叫本多船、雄 山本寛

茅均哨校焦利の所廷ゥ隊戎しし-{ 1-J.、従 1、ヽ罰釦禾の碕仇屯佳 1｀し杉重液介難唄や？牛逼差
§瓜虫のよりな硼郊的今紅修派およ-ri-'uo2 セ絣霞シ溌所する”□籠痢が‘郊屁ぐれ{ v¥ a が｀、
りうシの回呪脅が 1やが·っヤ，1, チ移が様雑｛ぁ `7 1シリし--Cりず｀れも移災が‘わる。｛こり成｀
々 1t U02 をク屋豪化糾と反応ぐゼ｛りうンも紅t吻とし、教何製彬成匈d) ~飯 hい吻レの 1伺の熟
乱g-'"羞いが I f.flし，(_ ljJ瑶じ¥・？ ｛りラ｀／ t Q克するガ法t忽象し，煎鉛守の uoュ \'.'..-1口素化
刹,._ t1J反(,el,此 Iシつ v1 ィ東，瞼t行`? fン D

剣針しし{_,J禾床，＂＄に U 02.約未（臼 r 凡以f)拒凡吃 ,o ヽ I "> f,)合に；晃合i hn 秒，成
雙しやti IJ}を糾----: Iレミ IV 4'm1!lしいも用しや。蟻＃約(>,夕fjトも捗叫¢足祈\- r ，シ＼れ、翌

哨も粂反応、咽パ＼ィる。成応哨 I"-? ，レJ1 ンガ＇久t通しなが｀ら、____淀藩疫· Iシ叩然し 1パ皮 I"­
、 CCI 't'l- 1 Iレづ＼ンの；忍合-11‘久も____足0)滋達i｀直し-t.- CCl !f-じ uoュ乙t反約｛もイ、ヴランt

針しウ 1 ンとし｛仇 At'.- 1 也、／杞碕閣紗邊戚，" -f' 1レ.J'ン＇肴咀乳中,t_'浚利し．n-'--✓ 卜紆，ク残｀

蛾杉るりうン増セ ht'.-汐伶介『＇シ¥ ·？ん叔めヤ。.i·ヤ比戒しヤ福 Aしヴ 7 ンの X 経い『ガ‘よが見
直慨鏡ド¥訂観啜むィイっャ、

m只の uo2 d)瑶·’［化咽痺の移界屯千表 1] 司 D すなわも祗鉛’キの U02- q約 90 %が係
楳 Aげ雑べ札、残悩りうンの煮鈴平の；嘉羨 I4 。•I ~ 0.｢ 04 紗投'"'.,.. ~。-/ IJ} tオ炉度7"
の豹慮 1-J.飴めら北 1Jレ9 。 • 

ル代 1 &り 1 ;1嘉 ht'.-吻，i反応磨のイロ壌抑 lシ）貶柿し X 矛簾介秤もの他|，，.i= 'I UClぃいが枕しす
~ UCh, UCI, 没が｀ UC. lb の混合吻心ぁ 3 シとが｀わか、？七。比較内侶愈 lク祈＼fるナ低兼 hしの瘍合

1ク 14 反応の 41朗 I: UCI3 q彬氏が認、わり礼、 roo° c yk レの高麦クが＇＂＼ 41;.J.復応I の彦透診t迎

じ1.-(UCIs qかなし1 の比成が｀名も｀めりれ｛2 。反応｀の終イ復 4 IV ダ‘ン腎囮夙 l‘ ｛ぃ、商す 3::.'<.- Iーよ

'I 伶移羞 lI'.-吻は浪桁|" UCI 斗 lシ泉 ht L. <J._'!-I... l，，．記）0 熱もliイ L I釘丘灼— e uCI4 11-'骨りい。

疹繁化処痕 1-, よるりうアのり離争（％）

頑犀 f/.00 t-oo 600 

(),.f— クIJ. 92 ？ぐ

I 90 ”[ 釘7

之 92 rタ-· 97 

# 9o 90 

29 

元莱ぷ｀ ／卜中,.,戒瑶しfク¢,

佛占のク墓 dじりうンの電｝腺

徴錢烏巖

（伐f 1/-600) 



86 セルロースによるウランと核分裂生成物の分離
Separation of uranium from fission frcxl.uets using cellulose 

東芝マツダ研究所 多田格三 0 大井 昇

By Kakuzo Tada and Noboru 01 

1. 核分裂生成物（以下J! pとする）を含む硝酸ウラニルを有機溶媒に溶解し、この溶液

をセルロース粉末を充てんしたカラムに流しこむとJ! pは大部分 (9 9 伶以上）セルロー

スに吸着され、一方ウランはそのまま流出する．

2. 実験方法： 経 1 8 mm 長さ 1 O C7II のガラスカラムに硝酸で煮沸して活性化した 100

-200 メツシュのセルロース粉末 1 gを入れる． F pを含む硝酸ウラニル 1 gを 5 m 1 の

有機溶媒に溶解し、これをカラムに流しこむ．さらに 2 5 m 1 の有機溶媒を用いてウラン

を流下させる．次に 3 0 m 1 の a 2 モル硝酸を流してJ! pを流出させる．このようにして

得られた有機溶媒、硝酸溶液および残ったセルロースの放射能をがーシンチレーションス

ペクトロメータで測定した，｀•

s この方法に達する有機溶媒は、アルコール、エーテル、ケトン、酢酸エステルなどの

硝酸ウラニルを溶解するもので、かつ水の溶解度が小さいこと（おそらくく 7 ゆ）が必要

である。水と混和する溶媒はll'pを流出する．

4. 従来セルロース粉末を用いた分離法、例えばトリウムと稀土類元素の分離では有機溶

媒（エーテル）と硝酸の混合物を用いている．そこで硝酸の影響について検討したが、こ

の方法では硝酸を加えるとJ! pは多く流出することがわかった．例えば 1 ヶ月冷却した

照射済硝酸ウラニルを処理した場合 q 3, および 5 ゅ o 硝或を含むエチルエーテルで

-g P( d')は各々1.0°/t 4,. 5゜ん6. 6 ゆ流出した． なおJI pのうちルテニウムは最もよく流

するようになり、上記の場合流出するルテニウムの比は l : 18: 2 7 であった．

5. 有機溶媒に流出する核種はネプツニウム、ヨウ素、ルテニウム、セシウムなどである

このうちルテニウムは特に問題になる。エチルエーテルでは 1 ゆ n.... 酢酸ブチルでは 4 ，，，

メチルイソブチルケトンでは 2 0 'p流出する．セシウムの流出はカラムを通過するウラン

濃度を低く (01モル以下）すれば防止できる．セリウム、ジルコニウム、ニオブはほと

・んど流出しない．

6. l O 0 日冷却した照射済ウランを処理した例：流出したfー放射能の割合（伶）を・示古

エチルエーテル Qじな n —酢酸ブチル a 6 8 、 酢酸イソアミル a 8 9 、

メチルイソブチルケトン 3 1 、 （全 放射能～ 10"r cpm. ) 

1 この方法は従来の燃料再処理法とちがい、多量に存在するウランの異相間の移動を必

要としない．そのためJ! pの流出が少ない．またウランは容易に回収でき、かつJ! pは少

蓋のセルロースに濃縮吸着される．
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B7 燐酸ジ）レコニウム無機イオン交換体の研究 （第 1 報）
ZIRCONIUM PHOSHATE INORGANIC ION-EXCH応GE MATERIAL (I) 

三菱原子力工業株式会社

研究所 ゜杉本一六， 大沢安隆， 前川立夫

゜Kazumu STTGIMO'ID •-Yasutaka 百SAWA• Tatsuo M紐KAI，A

多塩基酸茶よび加水性多価陽イオンによつて生成された不溶性の酸塩には優れたイオ

ン交換性を有するものが多く，なかでもジルコニウム，チクン，トリウム等の燐酸塩，

砒酸塩，クングステン酸塩等はその代表的な酸塩と考えられている。これらの酸塩より

生成されたイオソ交換体は無機物質の持つ特性により高温，高圧並びに放射線下におい

ても有効なイオン交換性を示すことが予想され，鹿液処理や軽水又は重水冷却材の浄化

等に広く利用されることが期待される。

演者らは P W R または B W R 等の原子炉冷却材の浄化処理装置として特に，高温，高

圧下で放射能の除染並び匠冷却材の浄化に使用できる無機イオン交換体の＿製造及びその

適用性について研究しているが，こヽでは燐酸、ジルコニウム陽イオン交換体I(C ついて，

これの製造と常温常圧下で 08137, sr90, 06144, F 主等に対する除染係数並びにトレー

サーとしての測定を混えた種々の陽イオン忙対するイオン交換容星等忙ついて検討した

結果を報告する。燐酸ジルコニウム無機イオン交換体は製造条件であるジルコニウム塩

の種類や特に燐酸ジ）レコニウム沈澱の乾燥温度等匠より，イオン交換容量並びに高温高

圧下の安定性が左右される。すなわち，低温で乾燥したイオン交換体では強酸性スルホ

ン酸型陽イオン交換樹脂よりや＼低い交換容菫が得られたが高温高圧下の安定性は悪く

，高温で乾燥のイオン交換体は交換容量は劣るが，高温高圧の安定性は良好であった。

またこれらのイオン交換体に対するイオンの撰択性は Li < Na < K < Os, Mg < Oa =l= Sr 
< Ba となつた。
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88 而寸故身雑イオ凌換砕1：：関す紅河究効 1．勺表喚悴とし又呪靱ァ唸If呈誼
Studies on Radiation-Proof Ion—且xchangers.
Part I. Synthet江 A111m i nnsilicato as Ion-Exchanger. 

静岡芍杖射仕珂 塩 111 考信 o長谷 II直い彦
Radio.chemist巧 Research Lab. Kunuhiko Hasegawa and Takanobu Shiokawa, 
Shizuoka University 

細碕イオン交換体として 1ま主として合成‘悪襟頂交控体、力ゞ汚之られ積々提案されてさ
戸凡さきに演者等は含水ァ Iレミ I 疇塩t合灰‘L 1 ダれと用いて吃$tよく還択的に濃
縮分離：｀さ 5 ごとい和‘l：：：した 1.l 今回 lま交捩辱としての含水．ア IV さ／王西峻塩1二ついて手盲
尺将食さぶ：：：なった。

うすい合灰した令氷ァ Iレさ）王琴鑓, 150~200 メッシュのむ） 0.3 ~（約諄着）tl.26
叩10 しれのカラムと LI Iもをトレサーとして漏出曲線を衷め）そtJ)曲禄がク交喚容t·
ど梗ホtし在。
更に含水ァ lレさ）珪曖潟．ゥ同禄なカラムに呪叫0) pH 6 ぅ睾夜た過し屹の一定骨を
輝唆著さ辻） ：：：孔 l::1軍苓如釦＇肉 3硝酸ァンモ＝ゥ 4, 逗くビアンモ＝ウl\ I 否よび酢酸
ァンモニウムり手童ん弓濃度っ溶液ど用いてその溶離旦訊‘みた。えられた落苑迪魏から硝竣
アンモニウりか澪綸叩 l ては最もすぐ髭.1( 01N溶液（：：よリ柚外て食粒廷疼広い。
尚，含水ァルミノ珪酸以クカラムは過水社をよくすうために， 1`｀ーチロ過均喝月アスヘ‘
スト交喚知 lQ倍骨ど混入してカラ 4 が知｀し I ~‘譴 1 ．乙叫 1/~i n にあいて祖課を得E。
号改験1::. よつて令水ァルミノ瑶遥菱塩の交喚容骨·は、交喚体 1g (『遺）に対し 0.&2
吋もあy I モ＞モリロ T イト等同桑競疇物 I→t l約 Zf音の交琥容危之叱っ E交疫倅と
いう：：：とがtu ぎ 3 。

又＇’匂疇離（古 3莉直り睾知濃度 1 N 左用い百場合屹召濱廷年 I本）欠表っ如くt`I
いつ｀‘肛ぽ呵ざきる直諏ァン王＝ウムによって最知翁果バ得られてい 3 。更：：巧支
喚斧（：：より他虹耀より 9 叩吟釦試｀叫在。

（表）繹t盆溶液（：：：よ 3 豆厄違碑心）

遼離波
各溶か液骨にあげお容盛季（ク。） | 

10以 16叫 20mfl. z¢ 叫［ 30m{ 

1N N 廿4没 33.1 73.2 80.4 85.0 8 6.'2. 

1N N出NO:i 78.2 q 1.8 94.6 'I 7.0 9 7. l 
1N NHふ均Oz. 2 8.5 6 5. 6 7 5.2. 80.4 g4;1 

1) 塩 IJ/苺偉八木益閏鈴紅心的，茅 2 回原手1Jシ戸ド゜ジ＇ウ々稼文集， V43,48,

(l3 -25"), (l 祁-z)
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B 9 靡諏鬼堪紅溢碧。翌譴旦認誌．，ゃ豆筐和，夕＞？｀汀直知咬呼
Part lI. Aluminium and Tungsten Oxides asｷ Ion-Exchanger. 

粋岡碍万丈府ft:ぷ『
Radiocnemistry Research Lab. 
Shizuoka Unive:,:-sity 

O t盆JI/孝信，浪度多江—八訂，近滋T尋美，長舟作房
Takano血 Shibka匹a, lt.suhachiro Hat.aye, Hiro匹Sヰ Kondo,
and S年o Nagafune. 

酸挫あ‘よがア/L/カリ小生いづ｀れか容液に対して汀疇声＇あるア lレミニウ A およひ｀｀タン 7’`
ステンのいれぞれの西釘ヒ的王とり上 1 ナ‘｀た。屹 L 7 手菫 1z な条件の下に言製処理された屯のの
閃からイオン交廃体としての目的に適した叱のをえら児 Na.辺 Cs-137 およが Cct -451 ：：
よ I) 交痴彗）同容倍等その特性口念討した。更：：屹れらによ 3 2,3 ゥ棧藉の分離E誤‘サ
E 。

1. アルミウ叫峻ィヒ吻

籾のクロマトグラ 71―用活庭ア1レミナは交喚容骨箪：：：あいてt分てなり花め特に試咋
品と用いた。訳作品番号 k-3I R-5J R ＿見 R- 11まいわゆう浮I匂度にあ＼ l て 1ま K-3，を表
大と l ：：：の）／虜 1：：小にな 3. 1 れはみか It.J:..そつナトリウ A 令董 (R-3 : 0.11 匁； R-1:
0. 06 %) 0 ll/月と一致しイオン交喚体としての交裕容暑もまた：：：の I!／頁て万 5 。

希汲麟 l：：：あいて 1な交換 l逗かに進行\.，交喚祭骨はpH 0上尋と共に噌大する。そ l
てpH 1 t::.よヽ＼ I て R-3 交紅 11 について c~ <lJ a 14 t)'¥ei ~交換咬着す 5 。これ 1本市販
渚雁ア 1レミナの約2イ杢値であ 3 。交換吸著力は C以Nq <ca の IIIEo. 1N I届仕；アンモ＝ゥ
這液i：：よリセ虹叫澤誨さ汎5 。
2. タング｀ステン酸ィt.甥

莉々の先和：況殿さ如た W03 を高温灼熱 L 研阜られ 3緑色瑕t.物（大評少の礼の藷訊‘
は W叩霞され 3 ）がイオン交喚体とし有効汀否ことと見広 l ，屹の詢l製法と共戸
オン知紐として叶芦豆知L た。：：：味琵酸化物はア）V カリに遠疇t溶幻釦嘩く）
交喚訂 I本 Cs-13りによぅ究較によれぽ麟のア lレミナ 1：：比したて唸り 3 。カラ A 法 1 ：：よ＇）
2,3 棟拉つ分離口塩ftァンモ＝ウが恥噂癸庭塩溶液により訳‘打戸。
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810 実験室落液処痘およが設、涜の一初j r.:.つ vヽて
Treatment of Radioactive Effluent 

京火iし研 重松恒信
-T .SHI碑MATSU

京入ェ 殆ヰ重人
S.IWAI 

田イ犬止え
M,TABUSHI 

犬湿星樹
T.OSHIO 

涙集沈欺，シク過，イオン交検さ緩合せて l()太 IOt必／よ程）むぅ知玲窒差液，及び枝分裂

使成、物を命叙した句k.の放約能汚姿除玄実験をおこなった。欽，アルミニ、うり曲と苛性ヽJ

ーダ｀，度祓、）ーク‘｀，石）元による 1I<.:蛾化灼の共応｀＇ ll, s;(),.,_/00呵／｛の和12 暑 1’、 /4をe-1布 9~
~ 99，露舒，唸r —吟ヽo~go. 唸こ'°氣年 80, poSr 5 ~ I5, /3な—1313a. 0~10, 'F P 70 

土，実験室危知0~8S% 0 除去率~,グ’'）ーン寸ンドの粉末2oom3/,t,(7)添加で｀ 13をs-13如
臼，ル灰， ソータ｀｀灰iたはリシ祓ヽ）ーダ＇と｝畠化欽で 90Sr 95 ヌ可除去率を得た。箪なる砂
疇で｀霊底、？9） 10ぷー9eY70) /q4Ce-I¢伝fo) /¢IPm 訂） IP{Ru-”‘Rん紅笈の除吠率を示すが‘J

炉層の汚染および＇；む争；方庖すると，除広効果1,1.低いが多；煙炭汐過中（の方が有刹て＂ある。

パーミクライt 7’l i 137Cs -”知，唸r につり 1 li 99,g ～秤，'I,／舛Ce-///,わら＇巧7品 ro~n., /o~知

匁ん,20,.,,4J-, FP 及び、突験宦庵液では'13~95 ％の庶去袋さ示し，沈殿，汐過を併困すれば＇

舒ぷ～”“1J\'除かれる。鵠険 A オン文壊獅版では咋／0,3~/0バ｀｀あったが，沈殿，浮遥｝＜｀

ーミクライトの前延誼を併 I司すると DF IO-¥~10° となった。追鍍，絃馘む‘ょ u 苛惟ソーダ‘I"'-

よる西いき心樹,,届の 5 倍程度，汐過ぁょぴ樹栢層の洗；争袖水lむ虎殿稽へ奈す。 この流出l

液沖 0枝稽 lt Y, 希土頻ぉょひ＇I＇‘知”6Rん 7" あリ）滉床式の陽，険イオ・ン交換柏脂層を過立
ば，竜紺賃濃度ヵ渇、いの巧樹脂層の IOOO~ 30co 倍処環し釦＇で DF IO5~IO‘ を示す。以上

の葬菓から放射心予実験窒走束(163~I乾巫／況C 程度）を処瑣すろための羨置を設計，設
羨した。猿晨のフにーシー！~を 111 に示した。

雑放射性の Fよご を用いて運転した結果， /0~IS ppm 下e-11/しおを駿処誼綾 a/~I_, 炉過使

aヽI~(),05 ） 表終て'0,00え～ 0,004 p砂り PH 7、 0~7,.,, よた C芯は 27~3o 呵／／ が＇イオン交
硬処釦幻／炉仇以下となった。オ殿り国1濃嫁＇をが極した業量で通常の士ののy5~Wo
疇｀らしJシ戸過層は表翁む和効果て＇砂炉層の応y4 3 洸和1ぷ舟と L 繕t-:.。 I ヽヽ·-ミ 7 ラ
イトは2..イ而イオ； 5x l訂 M て‘‘7oo 倍処胡八，イオン支證樹1指層 IJ. 3)(/0沿で約,fo倍）単床

式、釈低層 ll 2o()o 倍 0 浚者を処哨1."ざる能力を有している。
沈浄雌ょ~ 9.," 

苓及持 茶終耐讚
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812 骰術惇固椅派家的 n 茂玄f訊｀鰊
工ndnerntoY Experi}l{e11t of Cont、い妬加．ted Solid Wa.ste 

庄廂 1両兒祈 5、 Fuz ii y. ya A侃o切ふ紗炉°い K. Hofaphi 

因令附、オガ詞尻吋汀管9籍｀：言贔：¥冒:``Im5霜霧
紅紅科記人牙背靖僻が積雑f篠が只

日か窟、オガ砕尻所で稗似？れf'.'..汲肘•\·坦 n 'W) l条呵慾急誉成111 ， 今庵登仰処理喝の少克玄ぴ‘｝て｀｀
姥却し／淡射、l姥If)仄 I1 ド‘ラム低 l乙奇Y ン~ンク‘•して処クしている。 本試絨 11 この｀ドを玄f炉の

性能訊｀、統も埓ぅゑI~科 L し'(p竺 I19/ t用いて丸埼 4ヽ戻及／終‘燎：ガ｀‘ス甲への伶‘祈状況ぺ，燃

競、ガ｀｀スの椅、徐状況,-Jt ((培全粋茉の忍 1こ／少妥-ri縁董葬牙を諏危する息 Iこ戻雅しわものでのる

凌拭 P';,.., I9う111 釦本しレて久々tf)瓜 NH仇嵐緩も禾加レ！ ガートン寸< `7 クスの lか浴物（新

間訊） ＼：オ辰りが 11 t討しf~ J'.-峡、輝粒乎て綬，如1 必レりわi, t!)で｀わみ．

荻射，f也固 l本巖茶刑競紅康應（廃研）のプロー·シート 亙 pi勺競匂拭猿
⑤ 

®」ロー→コ—ー可 1 ①炉令硲 ( l) 分祈状i兄； p3スの戻及ガ＂
®駐尺稽
⑨ヘブ炉Iー ス中への今戸l 令 11 l 'l爾す，，，

冨：言ーソ加令 n 積緩 l,' iって羨 1l-り，
⑦ 14 ，ゾタ／ 島po'fの喝令戻 Iギしく残｀る P3スの糾
⑤ グーラー

荻射侑□三三9手：：三塁只4::;:;'I-1::脩のロ
11-ガ‘‘久守のダ‘｀ストの＂のし°ーグ lべり各一翁丈するシ\'..,.//\り／ 此If}喝令荻鉗，挫りlfJ吼 l1 徴掴粘令t

11 1 て夕‘‘スト 1-:. 附惰レて厳ガ｀久叱 k 浪入するものレ秀元り入 ーグ沃、諌差約 1くい大すゾ
V 丸 0/  I) ガグ‘ゥス樅J::,で30§- fgo℃ 1, 烙競レt-:.ぶ，妓射能i/) j絞f l1 行れも湛，ケであ 1 た。

(3) 1糸家効苛i 底ガ＂ス乎 k ダ＇ストやベ- Jヽ° -t令七喝合、 11-寸‘/ 1° リン 7" ,j‘悼レく，奴

射能tf)殊l] 足も集 n 緊襄t捕｀えな:. ¥:'.. 11 \tl雑で力る。 そこでガ｀ス乎tf}今祓射惰しレレて棟麻

系荻術侑t tも＂ k 入れr-- DF t寸くめみし，炉， べ｀／髭 l）ぅ --/4 Iレターは生．¢メ／0, ;z.—ぅX10 ユ
'f-1 メ／0 松債りり如多 1合、攻系款 I1 松Iが一I.がI¢‘4ヽ翡ゥれれ． 厖レ,Jr,,,.. 11投入董ザI.¢叩

n 喝令て／投入量ぉャ惰入すれ 11-オ皮危 11-也謀的ヤt閑悼．t, }'人？て消入する。 え 11 祖 l乙力 Iゾタ

ーの DF 本人さく蒻いてくる息であみ。

(If)政入章汀背危瘍奴i y、い茂歩口の危ガ＂ ｀度ぷ消f＼すれ 11釈広がス浪度も噸レ

吃 n 炉り 1キ砕閏的 I, 咋／多文すみ。 しィ、レ投入潅I．伍C の喝令で b 狂ばか久 n じ‘／ク 11 が /0-tPみ応

和て移、移↑哨 n MPC 以、下でわり、 又邁舷匂炉 l本表珀 n 姦、人表珀掃屹魯 l1 {)、 I 佃／｛てあ， 1乙、9
(~)炉壁へ n 吸着； 戸ら）炉桂〗国（耐いい，＼ガ後）へI)唆崖 11-投入章ぷ消犬すれ 1な｀

指数癖ゃ皐的 1f1犀も瓜 1 て消人するが，投入量tO-f{)松しの範 l枡 C 11 喉＂ 11-／ふ血移戌で

久fプレスiがの喝令 1 1- ¾-,より炭今＇『す［い。

直 I'91 の夕免灯訊｀鰊tの他l

乙しくついては目千試駿絨、i1 叱であり I :/-わ佑患奴逹使 n 訊｀、珠、や多糸 Iくクいても一移穀培すな。・
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B 13 杖術性危求り 1 綬お、ドひ｀‘2 段根集i奴奴噂し和籾） . 
釦血辺び£r呼＆炉atmぷ如t→勺心紐叩ぬ虚(JJf.J

虹如灯枡袴和
湘）鱈媛f巧竹外

り［ヵ直鬼麟麻多危瘍規げ
yrAゆM/)T!), T./SH/HARA,. $.KAPorA, /11.MISHIO 

釦べ 1しが知疇液広犬屠叶釦 1 卜t'ス直す 3 視浴 ~Iゎ雌叱房紅‘用ヽヽられつが｀ヽ
鯰オ墳々 0祖わ‘筋和 13船ル 1i．疇I~ 江麟り｝リ加、 9k鱈 l砂
如ム．べ‘ット↑ ] ｝、街釘雌初、似欽底tf}‘)ウ“"眸‘とて、一後もしく
叫叫鵡訊叩9 tm叫2 裔いわ‘瑳手 L v\。そ：： t‘‘孜｀クかい逗
籾填l刊し1. 1 怜幻が 2釦紐叫諏川がいか暉知し‘‘- 1Jテスト 4騎
以鳴燎印叩 9 化I//t｀｀祝急 1 む

¢`,,...13 オt卜”ヽ 11 ジ‘でーチス 1 紅い、紅餌（イフヘ°"動社哀 26 じ況尼）
りか、複釦妍｛イ'‘゜ぅ凋這度 1/) ば巫） 2 5 ゲ、 l碍輝 30 分の複y.:サ 91° リン
屑~:研1Jウッ 9（訪／，77 心） 1淑畔囀げぢ心。 患椛知貌憶用
l 1'，，，れヤクし.,. 7 11 J.ラリ羞瑣よのtの 1`‘600 叩¢ x りoon吋-/ 1,. へ°ぅ鱈/JO
叩t C狂1 的座） 0 も n 1,ぶ）、イパう／ゞ ·1 和げよび｀イフヘ゜？疇知叫炉輝
ル［リ祖it iいt。狂疇飢 l；譴裂1f1的が虹II げ、キ々リ;f,., Iゞ‘11tu.1 
0 、7 1~·裔藷 1 `りが．釦 1; 11/,リ ;1 も 11 名い 6‘... ガチスト渇釦叫恥平
げ(i,t。

幻 1 作りじ l 心r-9f tl)複紐伯灯い l~慟名＼n 孫岨も各 1 じ戎叶原．じい。
fiわ‘：りか 11 tレ;,, 7 111 I ‘ヽ7 ド‘叩 11 、3 4•9ガ ＆（加）~ IJ?ir-id! I Aceヽ磁r
gJM1f.、 1 7 I\゜ 1 暉炉 rorp叫＆ ／女0 p／パ 30 pp爪$12. t ｾ I 9、.9%
“(34 血／MC). 1 う1}，，ィ譴費/{/.j/血i z 190,, 60,9 む'/.t)', 9か．／，，
~•'&111o. • •. -... al~()0 ク必0,, | 9ヽ 7 ク 999,9

釦屯輝遺町t 17 もしづ
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ー，又．←
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814 
人形峙よリ危出したモン乏リロナイト，二よる放射’l'生廃炎の丸珪

8ぶい刀訊克吋

,It.吟工吟研尻‘乞
松田栢二〇西土叶 雌，山本 達, 

放約 1'生危交t処理すちしを V、浮ず< iれも条件＂一つ K 誌斎 1'庄＾ 1>I癌ぷもち。蛍徴 1, ?fン

た援 9手t L 'l.夭秘 v、和払 1 ら禾5 1 鋭初 v` i, 1 処理 1 りJ.し 93 冷 n 始 4午 K 嶺， rこう汰と ‘'1

ことぶ'1‘ そら，1J千 1 シ反役社屯t，衣米; ;t.條 }h t奇文り＜岳も 1r れと．＇屯 I Ifのヽて勺毛 I文f臭能

心穀的，恙｀’毛レ乏 1戸f l'卜屯 ln ,̀ 1 枚射 1'仁忽或 4 t1理tぉ•こ ry 1 r鼻果 v、つ｀＇てが反告す

ち，毛し乏 9/ 19 f 4 卜， 1 ／、ify坤にわ＇ 99 1 作出こよf，北＾ t科今邸叶 1,_:＼江 5 1l 須．， 7 筍叶し

L （s。天払·庄弘収·租、のtのt覗ふ水 1` ク K 砕し 1 / r o.C 1｀ー亥支骰痔． L て佼 Kヽ 紆分し 1 I 
や (9?

2 00 ~ 2 ro メッ、シェ〇七のti史 lo した。東疎l:. ~てし 1 尻 1•• N心夜，ヤて.. n も.-yぉゞ u:'"Cs- 0,._ の

椋広軒t栄5 1 4涼杓 ’5蜃170 魯'<. \\J叫鳴負ヒ n 関1，奇． V` つ｀ ’1 刹史しf0。>欠y,困這 1’生J f fV jJ 

i社＾九ヽ’§じ ld v` 度化 1 屯てそのも窟 K つ、，？永卜 r.)欠 v、水道水 v、湛ー入 1 c fこq bs"-Y ゎ＼ー

心•• 1芯恥狩名争t永1/) lo. 棗復 K 咲↑思かり乍釘，＂生愈i灸 Iンつ" 1 ov,r 澤I 1' ~I)" 放射涵白？糸
広卑 K つ `1 1 東跛ft 31, ::..庁，（乙。求，5 土欽粉 ,1 j.、f£ ↑f弘＾状態？｀げ凡稼的 1 n 1'j:_礎~ 1J'依，I

IT ふじ＇もをtわ‘tが＇ 4\:; 内咲品む毬tわ＇こ行うこt v、 r, 1 諷貧とq斐人もとしぶ｀条久 4 れわ＂

丈瑣能，1 湘品株造と悉蒋 v` 刈肝＇ nヽ ぁ a 今て｀， ！り印丘・度 1、ちシし V、tって度＇it 1 3 n 11 

”n > ¥'.. t'̀ §り、冷，，浜 v、羞 d し 1 1)月リo- 1 Ii \、t N• 出或て｀｀凡瑶 L r, L こ 9 o,03 ~ 0,15 
呵の守叫l が＇ 3 "le騎 V- L 叶 L, 1 直ふ恥グ¥逸水r;\りり s 2000 ff M の瑚f]O 咆て'` ｢o 
x b‘ り？7~ ？？累 v、 L 叶 1 でる L L り＼・出床 C 。 1J ;r 1/ 1 1, Iヽ，，灸瑣細 Ii産しして Brok ぃふ，n~s

k yらので'}ちの K 孜 l ？そ‘グ乏、I ·,2 ナィ 1ヽのな猿饂1 絲＄o 枯逢 K• サゎ圧防ち、9 ! J、す｀ぶり

k 碁，月fう七 o しこか'l. `’ゎ。 N'A O H だ理t lずし｀｀こ 1 こt K S って曰呵り＼｀ ℃`の r ぅ K 没

仕 1 9 o＼し 11 うこ X V，哄嗜、行、9 ｢̀ '̀1 NaOH ぁtぃ●●●比゜> K-,1 瑾た名・こ「I, r:..。水砕 L r= ¢‘I1 りt

ン e り 0 1 4 1、て“n N遺或f t｀り 13 、もs-BA の特広年も 95 fo v̀ Jしfと＂れビ‘屯応01-\ f.'.';里~ I) if 
りア 4 I-t 'I J ).0•D ff M 1.｀｀乎衛i也r:: $ fウのv'、 I OODO ffM d)恋1)11 奇g炉怠'<- L {;.。刀オ ')11

Iヽの渇合v. 11'3'7cs -13ｫ !, 1) 七｀r のぢ 4‘r 條去年ぶ為ク｀，tの仄元ンや III2 1 4 卜 7: I J ~ ol 
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815 水 6紅了 Iレ： 7 P 7l l;i yぅr ^ f令＆
Re· 如厄 I1 R砂'o 叫＇⑭ S1 叫,'u.凡い1K alu れ1n i u 尻J-/'j el” ;o叶弓／。し

旺Iわり吋克町 。i柘テ 1<. r鯰1疇紅頒度ム？免
CH入心 , A K̂Mo SW c/<t.., T狐 r•K叫 , '(y.._..._叫。

甜集ぅ疇iz,, !.ぅ杖和f王1. f- 12 ンナウム" f令広，．． I ぷ ぅ·イム｀Jーダ軒化ぼ 壻磨1) lしシ

ウム以文冷牙t、あ 3 。一駁，，小誼化 7 Iしt ＝ク,.,''J..)て 1 よ ストにシアウム I ょ？釦広ずむ

屡也 L・ヒ乙われて 9 ，入衣‘ {'“上しXi g t ^ イセの 4条 1 • tをぇ＞ごと 1 C F') ¢サ rf f令公ず｀ E ?§ k 

^ t’'祓；りク。

小恥化 1 Iレ： ＝、クムf{。しt叙‘•|£，'I ；； [ Iしミ＝ウム‘見砂 E'11,. 3 危紆1云0) f包 k ふた琥

了，しこ＝ウ 4.. r為化f Iしミ＝ク A 苫も かt,.、) - 1`.,}c 戌；りしウ 1しl, ?,.,. 7 ~ "{.. <ア茅

t反応 1 tうす、1 伝t．、あ｝ b. ．こ, ｷc I J.主と¢て 1支考，＂方 1 f、t：つヽ't. C ら "'('7て，

虎採 1ふifと(. 11 } 闊（叫砂、 /00,;. .1 000 fた/: 7 J' そf,..ヒ苓条ず含t,-.及よ:--i qふ

加賛 l` 「っ？、しウ＇）試浄 E I哨,. re 。 応（ Cl) II'-10-'i ~/0-..,凡仕 a 濃八 c 令f /o o 1 rs,, 2co 

C.C t (. t"'-P -I 勾て・ >l\..>"-Ted砂£'fl "既汀りう：：ヒ I 、卜＇）び“t．委 vX :rに「二。 1［パかf

I I'-. fu 0~  1 ;2.o り n •C 2 ~5 分 1り［知f L {loしを乞 h'\: • I!'. tこ I t. 2°~ l.f.o '1汎て 5 ~/0 令 1り戊汗じ

杓t氏も 'IL [ｷ. l を 許邑．i幻乎棧剤足 (1C 。

了ル，，り試党~ (-z に [011)ュ} f: I ふ N40H t .l分いたャ易令 迎芹" i□ 1｣ t‘` I; 初ゑt

ば 30 ～祁グ0”1含広争(` 9, 、T- < r~'. ~: • ft考('/が．史に /0 -., 26 ル、f令乙李のfワに、、原られ
v 

手 rc 午00 ff凡~.,_伐，？合 L 9年p. f ;. } o k 対 L. 後届し• Iぷ，蹟争危 I< 1 f IF J汁．公令 a t曾ぬ
ぷ｝治四

t i．す芹＾柑§グ女見ら K } P 、 ｵo, 'i'C. ft i'l 1/- 01希＾ V¢,9 、その 4€ 桟んり 1冷f't I' J.') 1舒
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816 プロモフォルム抽出法による P-32 の製造

Preparation of P-32 by Bromoform Extraction Method 

日本原子力研究所
RI製造工場準備室

0 中村治人新井陸正

Haruto Ka.l{amura and }Ii tumasa Arai 

P-32 の製法の一方法として中性子照射したイオウをプロモフォルムに溶解し、アンモニャ水で

抽出する方法について検討した。オ 5 回アイソトープ会議で C 82 に溶解しアンモニャ水で抽出する方法

について報告したが、 0 81 法は C 81 (l)揮発性大で火災を起しやすい欠点を持つ。プロモフォルムは不

燃性ではあるが、常温におけるイオウの溶解度が少さい。従つて温度を 80•0 前後に上げ溶解度を上

昇させることを試みた。この状態では約 2, 印→田Bra の溶解度を持つ。中性子照射したイオウを 8O'O 

で 209B/1OIJI OHBr、(l)濃度に溶解し、 2 N のアンモニヤ水 20 鴫で抽出すると、約 95伶の P-32 が

水層中に移る。、＇：この抽出液に硝酸ランクンを加え P-32 を La の水酸化物と共沈させる。この時の

P-32 の共沈率は約 90 tf,である。水酸化ランクンの沈澱を 0. 1 N 塩酸に溶解し、 E 型陽イオン交

換樹謄に通して精製した。この間における損失は僅少であつた。精製 P - 3 2 および La 共沈の時の

ろ液を 2 N 硝酸で飽和した n ープクノールを展開剤としてクロラマトグラフ法で検査した所、 Po t

以外に精製 P -3 2 においては約 1,,, 、ろ液においては約 2/3 の P-32が最上端まで上昇した。精

製 P -3 2 l'C硝醸と硫酸を加え加熱蒸発したものについてクロマトグラフを行うと上記物質は検出さ

れない。従つてp -3 2 含有の有機物質が形成されるものと推察される。

以上の結果よりプロモフォルム法は不燃性であるという長所はあるが、加温溶解を必要とすること
3-

精製した P -3 2 中には PO i以外の有機性 P -3 2 と思われる化学形が存在するので、これを分解

する必要がある。
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B 17 ベッセ｀‘、ノー I4c6 の新合が法
A New Sy'llthes1s -of Be 'l'lze 'l1e ——I4c6 

東京ェ業大韓源イ噂靱鵡所
PeseaTch し'.'(_p OY 'l,tOYJ_of 
Reso切ces Utili zati o叫 ToKyo
忘itu.te of Tech11olog) 

山本咽夫，田中寛 1 0池田翌、次，辞原固
A~io YA汎MOTOI Hiroshi TANAKA, SaK u.」i IKEDA, Shcc KAMBA筑

I4C て，，標諜したべ‘ノ—¢‘ンは種々の方沫て｀合放されているが‘)鬼易に行えてし力‘屯改率の哀

い方痣 1よあまりなり。比放射倉乍の高いベンゼンー兄を得る目的に最も適して l) ると考えら‘
14 

屯る方法として I# 、 レ、ソペ法によ＇）アセチレ‘J - C2 から‘合成す否方法 (H. Badde'llhalL se'1l J H. 

知tte, L Wies'lleY J A勺gew. Chem., ワ 1 ） 444, 1959) が今のところ最屯哀いようて、、ある。 この

方法は最も少い過程て‘‘合放が出来）故率もそう甦く存ヽ）が，オートクレーフ、中で＇の高庄反

応て‘＇あ l) 放軒，卜生物質也取扱うのに 1よ少しやっかりて｀＇ある。

お屯わ末 1古アセチレンの重合反応を行ってりたが） このとき累、色固体のオ: I) アセ＋レン

こ共にべ‘ンセ｀｀ンが相当量生成することを見つけた。 この反応 1ま晶空糸中て‘‘翠碍 1こしか屯中

全に行うことが出ま）改率も高くまた庄応するべ‘ンゼ‘ン 1古糸も度が高いので‘,14C I：：よる稽識

に応用するこ．とを祐げた， 合放の過程 Iさ次 1こ示すように炭酸ー14c-)ゞ＇）ウムカ‘ぢ出幣し） 3 

段楷て‘‘すむ，

I4 Ba'llletaI I4 H20 ~ I4 14 A1 (Et)3+Tiq4 14 
Ba  CO3)  Ba  C2 CH 三 CH ）べ‘./セ‘‘`ノ- C6 

アセチレン一片らit J. D. Cox, R.. J. Wa;可e (J. Che'111Soc., 19SI, 11393) の方法に従って合叙し

た。アセチレンの牧卑およ"l> I十c 吹率 1古共に呼°/4以J::.で｀あった。

アセチレンの直合反為 Iさ）乙i eぽle召型崩虫媒屯使用したが黒色固体のポリマーと共 1：：：ベ‘ンセ‘‘

ンが生成し、その割合 1本會曳媒の細戒 1= 大き./..影響さ屯る。融喋の紐成）反応温変なと‘‘とべ‘

ンセゞンの吹率との関條）宦、周魚の規模を」］ヽ•さくした湯合の操作f& i'..‘‘1こつ＼ l て行った結果玄述

べ‘るが，兄の中の一例を下に示す。なも、本法 1古力）レシウムカーバ‘ィトと重水力‘り出落する

ことにより同様 I：：してベソぜン一 2店の合叙 l＝屯応用出未る。

ベンピン一 ltらの合放‘例

ケロシンカ‘り尿素了ダ‘クト法ぜ分郎緒製した'Yl-ハ°ラフィ、ノ (b. P. 82 ~'l 7 ｷc 5w'lllHg-) 

50 叫玄涼'f1l とし， 4.8G 'lll mo\ の三エチルア）レミニウムと 2.10 'lll'lllol の四塩イb 千ダ‘ノカ‘B 作った

チ？‘、ラー蝕煤を入布たフラスコを惧空糸 1：：猪親し） 10-4 而而 Hg 1：：キ非氣した後 o·c て‘‘かきませ‘‘

存力‘‘｀ぢアセキレン一 1十C2 玄導入する。大祁分のアセチレンカ‘‘‘吸吹された後残ったア也＋レ｀ノ

七回牧する．反応器 1：：毛緬管ヵ‘E 薪｀壕望素玄吹込み，荼，発してくるべ‘ンセ‘‘ン一 I十臼を液ィ本窒

素ぜ冷ゃ l 「：：：トヲ、、ノヂに集め；；；。得ら衣たべ｀ンゼ｀ノしすさ1:, I：：：暴立条中で｀卜‘’ヲイアイスーメ

タ）ール浴寇使用して再蒸留を2.回行う。イ界ぢ布たべ‘ンゼ‘｀ノ Iす命、外線吸炊スペクトル布よ

がガスクロマトグ‘ラムが 15 Ii不綽物が認のり本なり。収率 1本唆牧 l tこアセチレンに対し 60

％て｀、あっt;:;。
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818 8'-H'Frox~ itLし1tol逗の金屈錯知ホットアトム拗慕：：ついて（¥の 3)
Hot At。mEffecむ。j叫to..L C,omFLexes of 8'-H秒rox~iL(.しnoL国(]I)

日本原う力研究所 海免原寛
Hしroshし Ebi加y0..

目的

前報 1：：ひきっづ｀き高比放射合ものラジオアイヽ／トー 7゜名嬰造する目的て‘`い-H舛rox汎tlしnoしne
（オキシンヒ峰す)(/)金届錯嘔1/)すヽ｀＇／トアトム効泉について研究 1 た。今 l国はパラジウム／ 力｀＇

11 1うムおよが｀クfJム/>:つヽ 1 7 行っを実瞭｀の結果 I= つ l I 7 報、 1吉する。

方玄

綽贔Iく屯棺去したオキシン塩：：原み炉乎て｀｀中性手慇射とし／ 冷れも盾檄繋煤'"'翠陪して

穆／2 ＾“rl)綬街翠液ヒ振ヒうして両屑も介離 L I 屹れぞれの放射能も戎I/ 定 l てそ介値か
ら祁出奇 Y （名） t似しセ。また拍出した部分‘については半痣〇朗ヒ r-線スペクト Iレを蔚｀， 1司
時に比色史骨法（ガ｀リウムの煽合 1ま I蛍光分析茨）によっ7. ¥!I)ヰ I：：存在す 3 金屈イオンII)全骨
t求、め援’綿1系舷 E も算出した。

結:9Fd] ,ぐラジウムの水、‘I トアトム介難に 1関してしま， 1 ーゲ'、'1卜I:: I てぺうジ｀ウムの 7
りロシア:;;::.ー／錯塩t用い 7 実験も行った例ボすでに報磨されてい｝細オキシン羞：： I関す；

”によればpH 4- I：：おいて Y=2z~23叫また r- N~trosodLme柏#(lni(he による比色足景値i\ 5 
濃縮保数を甘算 1 3 t E=7ぶ0~1130 しいう値を符旦

[ 72Ga J か'I) Iうムにつヽ l L't I ヽ゜ぅジ'1うム，，嶋令l'.: I日 L‘‘ 蒐席によって 7 クロシアニン錯塩

の爪｀’/トアトム勅泉か｀‘校言寸をれてい 3 。オキシン雄のt易含 lょ，分和t.摩＾知滋 Iごよれば｀pH3

より高ぃ卸ゲて｀ホットアトム介離が｀瑣肌寺でき 3 。更瞭 I ：：よれば｀担心年はpH3 よリ晶ぃ輝分

て‘‘しよp噴し央に増大し 1: 1 ーアンモニア 7k にて Y＝え／～ 2ば， 1N永酪／しヒナトリウムにて姑％前

俊しなっ七。ぅ農縮保数を訂算す 3 ために徊似 L t：：令和介のがリウム令量を Rho血mi.ne 8 cJilor:必
糾伍te の成先による史骨を行ない 9 ：：：の値かう E＝認oo～平0 ヒ 11 う 1直を得た。

[t;-1CrJ りロムのホットアトム効長：：ついてはクーゲット l= ク P ム酸塩等も 1札いた例 1よ
すで｀に数象＜報店されてい 3 。 しかしク/Jムの府薇心食窃も 1用いた例 1ま数が少ない。この

輝 1‘‘ はターゲ｀、J卜には 6 イ面のクロムからイ乍ったすキシン塩乞用い／分離 l F-卸分の s1cr
疇戸ぁ数の合在も誤べ｀た。兎喋はク Iコロホルムヒーァニリンも 1用いて抽出屯行ない／クロ

ロオ、 Iレムの喝令祉/'/ I：：て Y=lt~I 的゜ん E= 900~1300）またァニリンの場合は同じ｀pH値ず Y=
幻～8'3%, E＝位0~界0," あっ哀また 3 価と¢価の比は抽雌l のI'嘆 I二よっては名まリ

景り響されずpH(,~ なの範I囲t‘‘そ＾比しま生 7 7｀｀あった。す双わち 64西ハクロムは中 I椎今態、射

たす 3 セ屹の 90 0/。まで沿‘3 価ヒなって合爵位文れ 3 :: \:か｀｀示された。
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B 19 、t息、該守 lこゎ四及誌}-IJチ炉うがク手．
甘之 d;s芥，9buTp n of心COI•£ ti-t功りれ；”be厄9/c と1,4

日本原ふヵ可伶ff 心手叉砕
あro 依と祝ot。

(~ I) 今わ 4 禄訟4＜令舒り令戎{:,_つ"'L /,:すざ＇ 9::. 芦＜ ？哀乍が＇尽され'- /),l.J'>な文れ l I ヽ 3

が有朽にほ窃'1'- 1ュ否I けJ卜 1 +ウ 4 0) ~?f, ,.,__.,1/ (. I令るまり稔傍が＇な文仇<. II 1,j, ¥¥.'｣ -,_ 

漬各 1~ 及誅I-）千ウ 4 ぅネじ尺ク苓ミ毛？ t.....牙香ィL令砂炉た於けJ荼島ほ1A，'及応科｀叫柊

乗ゥ疇と＼守 1｀炭敲りチウ"'t'1- I:."'危香該 I} り啜希切ふ訊R-I, No is-,;,"灸丸て＂約
I,蒔J司中性｝、咤珀疋行り士（心）T 1'’ 住;r,-\了i)-りチク 4 ゥ与息号威朽ク芹 ],_9局、"た。

應珀応臼喜牧惰忍岳威fjこ1Jb 之枡繁べ‘とで＇’と l pp叫 I｀しジ｀ （チタ）ヴ邁或＼ l 心疇2窮

、K l",i、 'I 昂琺リチ，， 4 ~ OJ'("'3.ベ｀土で＂と拳茨心弐誰槌序忍脊談文うさ，再しg．瑶＇夫）00111(?"

逗l市ヽ L -i, Iし甜午 ~Iレ茎,,.. <リこたれてV) 3 ヒ危ゎ仇J子｀歩えな卜）チク 4 ミ 9 t'’さ後 I t 

3 4 しこ<. I）づ‘之 l 赤外スペク~ Iぃ哀軒／なか＇＄ぇ疇約応..ー也 I• },ii ;,jで＇椋製1.. J;, ::. 

ii: \J：：：り林緊ヴ忍歴蔽が＇ 3 今袴埠体：バ＼今位澄,,,;,/J'.l)-リチウ 4 ょ荏半仄村と遠

しt,;, ;p"’ょ衆伍ミ土チ L -ニコ::..力 l＂ ｀ター-,_"或りも L 万I:::_ な？T=,..

＂、友紐卜＇）今力 4 ヒ哨丹＇ィ虚竹序のた京I:. ">立投及応？’’召J 2‘ .J糸f1.笈 1~ 'lj, It J fりチ

ゥ A の“尼伶う勺村み~ " I心‘知知t l＝ ↓、） t和吻ー 1’’ 召j ↓、 3 /<:みメれ 3 つ’’'甜条 IP 名外·
\·,口祠｝競向'I'五込 IR す I芥＂つ‘リて＇’炸くう卑令朕り場今有府‘4心ず/:,_みケJオルトノメタ／パラ

甑阿I化し(t /1-’'ー玖 L'- み］廂泳クら甜表 :9:j人た．
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820 
)-')ケウムオ択鐵』虚切り研見（ダ五級） トリナウムオ票諏‘アミ 1酸濃法

ぷ幻五ムら（V) ？呼心必知イ五釦んん

霞鱈叩履舛 虚巖善童，高橋忠見叙墨彦 , 

；二立ごご戸戸ち 7-y-よーグー←加伍

トリナウム様識‘ァミ）紋と Aヒ性的方滋芍‘よが放盛涙によy裸識‘し， それぞ＇れをオ鱈．した．

化予的虔広 対応す 3 大ヤシムり退ぇ K-!. っ尻即ぢo(-H←一…／庄召門ー
c.dtl) "--咋伍伍m,J-.c- か叫ゲ厄巳巴辺あ｀ふぶ 4- H炉1如叩叫
—t戸ヤサン又,~屑青絞ェステ）レ中で白金鮪媒き用いて退ぇ L） ア殷邸舛叫盆必叫
T-PL- lu<.必乙および T- {)L- ム必一返さ枡た。収字，ょ極めて良< T-PLーふ硲虹およ'l,-,、 T­
PL- 』心釦巴池はそれぞれ約 35メ以J:_であフたP

故鯰 疇とす P アミ）紋さ炉0り叩鯰息It Iしに入心、約四冗兎堺広

4庫叫II，で放竃し）は匂幼仏およな＇曼恢アミ）殿直をズれそ］濯識した。 こ 9 内舷砿が？
碁セもっp伝ダ凸ーしあ’ょか‘ら西伍、か'•最tトリナウムがスの伝タデル必んか'•大9 であ
った。又覆尻jJ‘幻戸麦北による一IJ)疇セ求め碍釆，圧杖砲が入さ
＜起 3 とさに最度噸果さ］尋た． ア 3) 応菊駆籾飯であ° `-H¢五叩叫吟クふ心
t H3-H }J`'スおよび隻K索ヵ‘’スのわ店で放曼し） 前者ょJ卜Jケウム椋織1 ぅュン＇｝ ｝人羞｀
からもアぅ;::..ンき府 b ととが｀広末た． これ Ii放彪法が‘/- yヶウムがスの用維ノイオン At.あ

3 いわ励起とおこてふることによ）椋織 1 0 が去であ 3 ことを示J. 感椒 9加込ロバ＇，

放慮時間と長 <1 ;:iため放慮~,レ乏水冷式とした． 知炉c/,z,s ,m,£ <1>/-Jケウムがスり訊｀
科り知 1 ンフ°ー）し尼歩寸入し J oか周 CO、。 9 r旅たよリえ）レントゲン、些射 L たとこう）
位が緯織＇2 れるい心さ｀＇なかった。

測釦はガ｀スブローガウングーーき）史用し、生r良會？さわ心t,,:.づ釘及蘭と 2 で＇禎）足した。 しかし
乍違紅直叡 0奇ii翫訊＇＂か＇’歩永にくいのて• J必elJ (J・If. 8, s, ゅ） " 
がい今乃たして／卜災針とグ骨嘴滋 L た． 一
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